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３．事前評価表 

 

 

事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日：平成１６年１２月１０日 

担当グループ：地球環境部第三グループ（水資源・防災） 

1. 案件名：エチオピア連邦民主共和国 

       地下水開発・水供給訓練計画プロジェクト フェーズ 2 
2. 協力概要： 

(1) 協力内容 

水資源省アジスアベバ訓練センターにおいて、水資源開発に関する人材育成の訓練コースの実施を支

援する。その他、調査研究活動、フィールドにおける実地研修、他の給水関連事業の支援などを実施し、

その成果を訓練コースのカリキュラム、教材等に反映させる。 

(2) 協力期間： 2005 年 1 月から 2008 年 1 月 

(3 年間) 

(3) 協力総額(日本側)：約 3 億 6千万円 

(4) 協力相手先機関： 

水資源省（Ministry of Water Resources）

(5) 国内協力機関：   特になし。 

(6) 受益対象者 

   中央及び州政府の地下水開発・水供給にかかわる行政官・職員 

3. 協力の必要性・位置づけ 

(1) 現状と問題点 

エチオピアでは安全な水へのアクセス率が 24％と、サブサハラアフリカ諸国平均の 57％（UNDP:2000）

と比較しても極めて低い数値となっており、農村地域の多くの住民は生活用水確保に多大な時間と労力

を費さざるを得ず、貧困を助長する一因となっている。エチオピア政府は 1994 年に水資源省を設立し、

地下水開発・水供給に従事する技術者や普及員を対象として、計画策定・調査段階から井戸掘削、井戸

や機材の維持管理、コミュニティ・レベルでの給水施設運営指導に至る訓練を計画した。これに対しわ

が国は、1998 年 1 月から７年間の人材訓練プロジェクト「地下水開発・水供給訓練プロジェクト」（以

下「フェーズ１」と呼称）を実施している。 

フェーズ 1ではアディスアベバ訓練センターを新設し、井戸掘削技術を中心とする３つの常設訓練コ

ースの設立、補完的コースとして個別分野及び地方での研修の試行などを行ってきた。現在、定期的に

開催される常設訓練コースには各州政府からの参加があり、訓練センターはエチオピアにおける水資源

開発に携わる人材育成の中核として認知されるようになった。 

現在も世界銀行、UNICEF、NGO 等の支援により、安全な水へのアクセス向上のための資金協力、施設

整備が実施されている。しかし、井戸や給水施設の維持管理能力の不足等にも起因し、給水率の向上は

困難を来たしている。 

一方で、1994 年から開始された地方分権化政策により、地方給水行政の州政府への移管が進められて

きており、各州政府の人材育成ニーズは急激に拡大している。現在、当分野の人材育成の課題は以下の

通りである。 

・ 地方給水事業の実施部門である郡事務所職員に対する基礎的な訓練の需要が増大してきた。 

・ 中央政府、地方州政府とも、水資源開発の計画部門の計画策定や技術的解析に係る能力の開発が重

要となってきた。 

・ 井戸掘削の技術のみではなく、それを維持管理する技術や、組織体制強化の方法など、多様な訓練

需要が顕在化している。 

 かかる状況の下、フェーズ１で設立したアディスアベバ訓練センターの機能拡充が求められている。

 

(2) エチオピア国国家政策上の位置づけ 

1999 年の「Ethiopian Water Resources Management Policy」において、水分野における基本的な政

策が打ち出された。これを受けて、2001 年に「National Water Strategy」が策定され、水資源に関す
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る個別分野で具体的な施策について詳述された。さらに、2002 年には 15 年計画と呼ばれる「Water Sector 

Development Program(WSDP 2002―2016)」が打ち出され、水資源管理、給水、水力発電、灌漑等のそれ

ぞれの分野毎に、2016 年までに達成すべき具体的な目標が示された。本プロジェクトによる人材育成

は、この 15 年計画のうち、水資源管理における目標を実現化するためのものである。 

 

(3) 日本の援助政策、JICA 国別事業実施計画上の位置づけ 

JICA 国別事業実施計画においては、重点分野の一つ「保健・医療」の中に安全な水の確保の重要性が

強調されている。 

4．協力の枠組み 

 

(1) 協力の目標(アウトカム) 

 ①協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

  適切な地下水管理と水供給管理のための人材が増加する。 

 <指標・目標値> 

1） 訓練コース修了生が計画通り（1年次：172 名、2年次：288 名、3年次：288 名）に輩出される。

2） 訓練修了生並びにその上司の 80％以上が訓練の成果に満足する。 

 

②協力終了後に達成が期待できる目標（上位目標） 

 水資源開発並びに管理を通じて水供給施設へのアクセスが向上する。 

<指標・目標値> 

 全国水供給率（2004 年実績：全国 36.7%、農村部 24.2％）が目標（2015 年水･衛星分野国家開発計画

（WSSDP）：農村部 67％）に達する。 

 

(2) 成果（アウトプット）と活動  

①成果（アウトプット）：地下水と水供給管理にかかる技術訓練が実施される。 

 活動：訓練コースの実施 

     常設コース：基礎コース（地下水探査、掘削機械、掘削技術） 

        アドバンスコース（地下水モデル、GIS/データ管理（応用）、物理探査、リモートセ

ンシング、水供給管理、水供給エンジニアリング、都市給水の電気機械維持管理等）

  補完的コース：特設コース（GIS/データ管理（基礎）、水利用適正技術、人工涵養、井戸リハビリ、

機材ワークショップ、ロープポンプ製造） 

         地方における訓練（水供給・衛生、住民参加と促進、村落給水のための電気機械維

持管理等） 

<指標・目標値> 

1） 計画された訓練コース数（21 コース）が実施される。 

2） 訓練コース管理にかかる文書（年間計画、訓練コース毎の実施計画、訓練コース毎の評価報告書）

が作成される。 

②成果（アウトプット）：研究活動の成果が訓練コースの開発と改善に貢献する。 

 活動：地下水管理並びに適正技術の開発にかかる研究開発活動の実施 

<指標・目標値> 

 地下水開発並びに適正技術の開発に関連する訓練コースの教本、教材、カリキュラムが作成、 

 改定された数 

③成果（アウトプット）：地下水管理並びに水供給にかかる教材が開発される。 

 活動：水供給活動にかかる事業（井戸掘削、設備設置、井戸復旧など）の実習及びその支援活動 

<指標・目標値> 

 作成された水供給施設運営・維持管理、建設、修繕にかかる教材数 

 

(3) 投入（インプット） 

 ①日本側 (総額 約３.６億円） 

• 専門家派遣 

 長期：2名(チーフ・アドバイザー、業務調整) 

 短期：必要に応じて派遣。以下は想定される分野 

(1) 地下水モデル 

(2) GIS 
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(3) リモートセンシング 

(4) 物理探査 

(5) 水理地質 

(6) 掘削技術・井戸リハビリ 

(7) 給水管理 

(8) 給水設備設計 

(9) 機械整備ワークショップ管理 

(10) 電気・機械維持管理 

(11) 農村社会開発 

• 供与機材（総額 約 4,800 万円） 

• 研修員受け入れ（総額 約 1,700 万円） 

 

②エチオピア側 

• カウンターパート配置 

1） プロジェクト・ディレクター 

2） プロジェクト・マネージャー 

3） 訓練センター長 

4） 短期専門家の派遣に対するコースコーディネーターの配置 

• 土地、施設の手配 

• 訓練実施経費の一部の負担 

 

(4) 外部要因（満たされるべき外部条件） 

① 前提条件 

• エチオピア政府が訓練コース実施のための予算を確保する。 

• 訓練計画に従い、訓練センターの施設拡充と機材の準備が行われる。 

② 成果（アウトプット）達成のための外部条件 

• 訓練センターの職員が継続して訓練センターで勤務する。 

• 十分な人数の訓練生が訓練コースに参加できる。 

• 訓練に関するアディスアベバ訓練センターの役割と権限が維持される。 

③ プロジェクト目標達成のための外部条件 

• 訓練修了生がエチオピア国内の給水分野で従事する。 

④ 上位目標達成のための外部条件 

• 水供給施設整備のための予算が確保され、事業が継続される。 

• 各水供給施設の適切な維持管理体制が確立される。 

⑤ プロジェクトによる効果が持続していくための外部条件 

• 異常気象等により、極端な水源不足が生じない。 

• 水分野の政策が維持される。 

5．評価 5項目による評価結果 

 

(1) 妥当性：この案件は以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 
• 2015 年に村落給水率 72.9 ％、都市給水率 98.2％を目指す「エ」国にとっては水セクターにおいて

適切な技術を持つ人材育成の必要性は高いと判断される。(Water Supply and Sanitation 

Development Program(WSSDP), 2002) 

• 上述のとおり給水事業の大きな部分をしめる村落給水スキームの水源となる地下水資源についての

ポテンシャルの把握が十分にされておらず、地下水管理部門の訓練コースにより、そのような記述

を習得した人材を育成する必要性はきわめて高い。 

• 都市給水分野で必要とされる人材は 2000 年から 2015 年までに官民合わせて 1 万 4 千人増加し、一

方村落給水分野で必要とされている人材は同じく 10 万人以上増加すると予想されている

(National Water Supply and Sanitation Master Plan, 2002) ことから、各州政府及び郡事務所の

人材に関する訓練需要は大きいと判断される。  

• エチオピアにおいて、現役の行政官を対象とした実務的、実用的な面を重視した地下水開発分野で

の人材育成機関は、本プロジェクトのアディスアベバ訓練センターのみである。 

• 現在、日本の無償資金協力を始め、世界銀行、UNICEF などの援助機関が水供給分野に対する協力を

実施している。その中で、水供給の行政に直接携わっている人材の育成を目標とする協力は本プロ

ジェクトのみであり、各ドナーとの連携においても妥当性が高い。 
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(2) 有効性：本プロジェクトは、以下の理由より有効性が高いと判断される。 

• 地方分権化政策が進む中、2002 年に全国規模の給水マスタープランが策定された。このマスタープ

ランにおけるほとんどのスキームが地下水を水源としているため、それぞれの地域で地下水ポテン

シャルを把握することに関心が高まっている。本プロジェクトの訓練コースには、地下水資源の把

握と計画的な利用に関する人材育成が含まれている。  

• 本プロジェクトでは、フェーズ１で確立した訓練センターの機能を拡充するものである。フェーズ

1 で確立した基礎訓練のほとんどをエチオピア側に引渡し、本プロジェクトでは多様な行政レベ

ル、地域、個別分野によって異なる多様な訓練需要に対応するため、基礎訓練に含まれておらず村

落給水事業の現場において実用性の高い科目、中級レベルの科目など、日本の支援を要する分野を

中心に訓練の実施を支援する。 

• フェーズ１ではカウンターパートを訓練コースの講師として育成するアプローチであったが、人事

異動等により必ずしもカウンターパートが定着しないこと、民間にも分野専門性を備えた人材がい

るため講師を外部委託できることなどの条件を考慮し、本プロジェクトではコースのマネージャー

を育成するアプローチに転換した。これにより、訓練需要調査や調査研究結果に基づくコース設定

や、訓練結果を次年度の訓練コースに反映して改善する方針が強化され、より実効性の高い訓練を

期待できる。 

 

(3) 効率性：このプロジェクトは以下の理由から効率的な実施が見込める。 

• 訓練センターの施設拡張及びコース数増加により、フェーズ１よりも多くの人数を訓練することが

できる。また参加者のターゲットを的確にすることにより訓練を効率的に行なうことが期待できる。

• フェーズ 1 から継続しての協力開始により、一部フェーズ 1 のフォローアップを行いつつ、徐々に

本プロジェクトの訓練を立ち上げていくため、無理の無い形で活動を拡大していくことが出来る。

• 調査研究を行う専門家を派遣し、その専門分野と合致した分野の訓練コースを開催することによ

り、効率的な投入と、調査研究成果の訓練コースへのスムーズな反映が期待できる。 

• 一部の訓練コースでは専門家や講師が地方州に出張して、現地講師とともに、より現地ニーズに近

い訓練を実施する。このため、訓練参加者がアディスアベバに出張する必要が無く、比較的多くの

参加者を見込むことができる。ただし、特定の地方州に偏っても全体効率が低下するため、アディ

スアベバ訓練センターの活動とバランスを取っていく。 

 

(４) インパクト：本プロジェクトのインパクトは以下のように考えられる。 
• 本プロジェクトの訓練対象は、水資源省の行政官を初め、地方州水資源局の計画部門や、さらに村

落に近いレベルの行政官が含まれる。一部には民間業者の訓練コースへの参加も予定しており、水

の利用者に対するインパクトが期待できる。 

• 調査研究活動では、エチオピアの一部で使用されている現地適正技術の実証を含め、情報収集と整

理を行う。この成果をセミナーや訓練コースにより同地域内で広く波及する活動を予定しており、

地理的なインパクトの拡大が見込まれる。 

• 日本の無償資金協力及び UNICEF 等の援助による掘削リグや給水施設などのハード面の協力と相ま

って、双方の投入の効果を向上するインパクトを持つ。 

 

(5) 自立発展性： 

① 訓練センターの自立発展性 
• 現在、訓練センター自体は水資源省・村落給水衛生局に属しているものの、フェーズ２の訓練内容

は村落給水に関するコースのみならず、都市給水を含めた水供給全体のコースを含んでいる。これ

は将来独立した部局として訓練センターを位置づける構想をにらんでのものであり、水資源省内で

も訓練センターの重要性が認識されていることの表れでもある。 

• 本プロジェクトではカウンターパートへの研修講師としての育成を目的にしておらず、カウンター

パートに訓練コースのマネージメント能力を身につけさせることを目的にしている。カウンターパ

ートがマネージメント能力を持つことにより「エ」国側で訓練コースを策定し運営することができ

るようになると期待される。 

• フェーズ１により訓練コースの実施が確立したことから、水資源省内でもアディスアベバ訓練セン

ターの重要性が注目され、本プロジェクトの期間内で組織上の位置づけや機能の見直しが行われる

予定である。一方、訓練実施予算の一助とするため、民間業者の訓練参加の可能性や、その際の実

費費用の徴収が検討されている。 
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② 訓練内容の自立発展性 
• 需要調査を含む業務手続きを改善することにより、適切で需要に合ったコース設定及び改善が可能

となり、アディスアベバ訓練センターが活動を続ける限り発展の可能性がある。専門家の活動や調

査研究の成果は訓練カリキュラムや教材としてまとめられ、活動終了後も継続して使用される 

6．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

 〔貧困〕 

  訓練対象の多くは水資源開発に携わる中央・地方政府の行政官であるが、給水事業の推進のための人

材育成を目標としているプロジェクトであり、その最終受益者はエチオピア国民の多くを占める貧困層

である。また、最終的に訓練カリキュラムや教材に組み込まれる調査研究や関連事業の支援などの活動

は、乾季における水の有効利用や給水施設整備を対象としており、水を必要とする貧困層に対する配慮

となっている。 

 〔ジェンダー〕 

  給水事業は住民の中でも女性に大きく裨益する。訓練コースの一部にジェンダー配慮に関する講義が

取り込まれる。 

 〔環境〕 

  本プロジェクトで対象とする給水事業において、地下水利用が大きな位置を占める。現在は地下水ポ

テンシャルを十分に把握しないまま、緊急に水需要に応えるべく開発を進めつつあるが、中長期的には

資源の計画的な利用が必要である。本プロジェクトでは訓練コースに、地下水資源探査と地下水モデル

構築等のコースを含んでいる。 

  なお、本プロジェクトは JICA 環境社会配慮ガイドラインに基づき、カテゴリー「C」に分類されてい

る。 

7．過去の類似案件からの教訓の活用 

類似案件の有無：JICA 事業においては、本プロジェクトの前身プロジェクトである「地下水開発・水

供給訓練プロジェクト」が、地下水開発における唯一の類似プロジェクトといえる。有効性の欄で述べ

たように、フェーズ１ではカウンターパートを訓練コースの講師として育成するアプローチであった

が、人事異動等により必ずしもカウンターパートが定着しないことを教訓とし、さらに民間にも分野専

門性を備えた人材がいるため講師を外部委託できることから、本プロジェクトではコースのマネージャ

ーを育成するアプローチに転換した。すなわち、カウンターパートの講師としての育成ではなく、組織

機能の定着を図ることとした。これにより、訓練需要調査や調査研究結果に基づくコース設定や、訓練

結果を次年度の訓練コースに反映する方針が強化され、より実効性の高い訓練を期待できる。 

8．今後の評価計画 

• 運営指導調査（2005 年 12 月） 
• 終了時評価（2007 年 7 月） 
• 事後評価（プロジェクト終了 3 年後を予定） 
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過

程
の

合
意

を
形

成
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
実

施
機

関
あ

る
い

は
C
/
P
の

訓
練

活
動

に
対

す
る

認
識

の
高

さ
・

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
C
/
P
の

訓
練

活
動

へ
の

認
識

は
期

待
と

と
も

に
高

い
。

今
後

は
エ

国
側

日
本

側
の

意
思

疎
通

を
更

に
深

め
、

合
同

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

、
内

容
、

進
捗

度
合

い
へ

の
合

同
確

認
の

た
め

の
仕

組
み

を
確

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

3
適

切
な

C
/
P
の

配
置

・
計

画
値

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
現

在
ま

で
は

エ
国

側
C
/
P
の

人
数

配
置

は
大

き
な

問
題

は
な

い
も

の
、

技
術

力
の

あ
る

人
材

の
流

出
が

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
質

の
高

い
C
/
P
の

確
保

が
困

難
化

し
つ

つ
あ

っ
た

。
質

の
高

い
C
/
P
の

確
保

は
継

続
的

な
課

題
で

あ
る

た
め

、
エ

国
側

へ
考

慮
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

4
（

計
画

通
り

に
活

動
を

実
施

す
る

た
め

の
）

投
入

の
保

証
・ ・

分
野

予
算

計
画

値
分

野
予

算
・

計
画

書
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
今

後
の

協
議

に
よ

り
投

入
の

詳
細

が
検

討
さ

れ
る

（
現

在
は

詳
細

情
報

は
な

し
）

。

5
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

や
利

害
関

係
組

織
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

度
あ

る
い

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
認

識
の

高
さ

や
認

識
が

高
ま

る
可

能
性

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
ｓ

の
認

識

水
資

源
省

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
と

り
わ

け
実

践
的

技
術

の
向

上
に

対
す

る
訓

練
の

ニ
ー

ズ
は

高
く

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

や
利

害
関

係
組

織
の

訓
練

活
動

を
通

じ
た

能
力

強
化

の
支

援
へ

の
期

待
は

大
き

い
。

今
後

は
更

に
認

識
が

高
ま

る
可

能
性

が
高

い
。

6
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
お

い
て

留
意

す
べ

き
事

項
や

活
動

を
阻

害
す

る
可

能
性

の
あ

る
要

因
・ ・

目
標

値
定

性
分

析
分

野
計

画
書

、
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

の
報

告
書

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
エ

側
に

よ
る

質
の

高
い

C
/
P
の

配
置

、
予

算
の

確
保

を
担

保
す

る
手

段
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

に
加

え
、

訓
練

を
通

じ
た

将
来

的
な

目
的

（
ビ

ジ
ョ

ン
）

の
再

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

妥
当

性
1

必
要

性
1
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
向

上
）

が
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
国

の
開

発
ニ

ー
ズ

、
地

域
ニ

ー
ズ

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
貧

困
削

減
戦

略
、

国
家

水
分

野
開

発
計

画
･
戦

略
、

M
D
G
ｓ

等
の

開
発

計
画

文
書

国
家

開
発

・
分

野
計

画
･

戦
略

書
、

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

開
発

･
水

供
給

は
エ

国
の

マ
ク

ロ
開

発
計

画
の

「
貧

困
削

減
戦

略
（

S
D
P
R
P
）

」
（

2
0
0
2
）

で
も

現
在

の
ア

ク
セ

ス
率

の
低

さ
か

ら
、

優
先

課
題

に
挙

げ
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
水

分
野

開
発

分
野

の
政

策
に

も
合

致
し

て
い

る
。

特
に

農
村

部
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

安
全

な
水

へ
の

必
要

性
は

高
い

が
、

州
に

よ
っ

て
は

開
発

の
ニ

ー
ズ

の
優

先
順

位
や

進
捗

が
異

な
る

た
め

、
開

発
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
は

今
後

の
調

査
が

必
要

で
あ

り
調

査
結

果
に

基
づ

い
た

訓
練

実
施

方
法

の
再

検
討

を
要

す
る

。
ま

た
安

全
な

水
の

供
給

率
の

向
上

は
、

食
糧

安
全

保
障

、
保

健
衛

生
、

経
済

開
発

等
の

直
接

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
だ

け
で

な
く

、
女

子
へ

の
教

育
、

女
性

の
労

働
軽

減
な

ど
へ

の
影

響
は

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

1
.
2

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
・ ・

目
標

値
定

性
分

析
国

家
水

分
野

計
画

、
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

訓
練

の
直

接
的

裨
益

者
（

水
資

源
開

発
･
水

供
給

技
術

者
）

、
ま

た
間

接
的

裨
益

者
（

住
民

）
両

方
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

。

2
優

先
度

2
.
1

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

国
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
が

あ
る

か
・ ・

目
標

値
定

性
分

析
国

家
開

発
計

画
、

M
D
G
ｓ

等
の

開
発

計
画

文
書

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
既

述
の

と
お

り
マ

ク
ロ

開
発

計
画

「
貧

困
削

減
戦

略
（

S
D
P
R
P
）

」
（

2
0
0
2
）

で
の

優
先

課
題

に
挙

げ
ら

れ
て

お
り

水
分

野
開

発
計

画
の

み
な

ら
ず

国
家

開
発

政
策

と
の

整
合

性
も

高
い

。

2
.
2

日
本

の
援

助
政

策
・

J
I
C
A
の

国
別

実
施

計
画

と
の

整
合

性
・ ・

目
標

値
定

性
分

析
T
I
C
A
D
 
I
I
I
報

告
、

J
I
C
A

エ
国

国
別

事
業

実
施

計
画

外
務

省
・

J
I
C
A
資

料
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
2
0
0
3
年

の
T
I
C
A
D

I
I
I
の

開
催

に
伴

い
確

認
さ

れ
た

日
本

の
対

ア
フ

リ
カ

支
援

の
3
つ

の
柱

の
「

人
間

中
心

の
開

発
」

並
び

に
「

経
済

成
長

を
通

じ
た

貧
困

削
減

」
の

両
面

で
水

開
発

分
野

へ
の

支
援

が
強

調
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
J
I
C
A
国

別
事

業
実

施
計

画
で

強
調

さ
れ

て
い

る
4
つ

の
重

点
支

援
分

野
の

「
農

業
（

食
糧

安
全

保
障

）
」

、
「

イ
ン

フ
ラ

整
備

（
水

資
源

開
発

）
」

、
「

保
健

医
療

」
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

水
資

源
開

発
に

よ
る

農
業

生
産

の
安

定
、

安
全

な
水

の
供

給
が

謳
わ

れ
て

い
る

。
例

え
ば

「
農

業
（

食
糧

安
全

保
障

）
」

に
お

い
て

は
天

水
依

存
型

農
業

に
よ

る
収

量
の

不
安

定
を

克
服

し
、

生
産

の
高

収
量

化
に

よ
り

農
民

の
生

活
改

善
に

資
す

る
こ

と
、

「
イ

ン
フ

ラ
整

備
（

水
資

源
開

発
）

」
に

お
い

て
は

安
全

な
水

の
供

給
を

通
じ

て
基

礎
教

育
、

保
健

医
療

･
衛

生
及

び
農

村
開

発
と

い
っ

た
複

合
的

な
課

題
の

軽
減

の
可

能
性

、
さ

ら
に

「
保

健
・

医
療

」
で

は
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
等

、
J
I
C
A
に

よ
る

開
発

へ
の

支
援

方
向

性
と

一
致

し
て

い
る

。
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４
.
評
価
グ
リ
ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

デ
ー

タ
収

集
方

法
評

価
結

果
判

断
基

準
・

方
法

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）

3
手

段
の

適
切

性
3
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
国

の
水

資
源

開
発

分
野

、
セ

ク
タ

ー
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
挙

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

‐
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

適
切

か

‐
対

象
地

域
は

適
切

か

‐
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

お
け

る
相

乗
効

果

3
.
2

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

切
か

・
目

標
値

‐
対

象
・

定
性

分
析

‐
規

模

‐
男

女
比

3
.
3

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

の
波

及
性

は
あ

る
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

の
認

識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

現
在

は
訓

練
終

了
生

が
職

場
で

訓
練

で
得

た
技

術
・

知
識

を
職

場
の

同
僚

に
教

え
て

、
技

術
を

広
く

普
及

し
て

い
く

事
は

限
定

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

訓
練

生
を

T
O
T
と

し
て

同
僚

に
も

習
得

し
た

技
術

を
教

え
る

シ
ス

テ
ム

を
訓

練
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

工
夫

し
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

3
.
4

効
果

の
受

益
や

費
用

負
担

が
公

平
に

分
配

さ
れ

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
の

認
識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

研
修

生
の

選
定

は
水

資
源

省
が

公
平

性
の

視
点

に
基

づ
い

て
実

施
し

て
い

る
た

め
特

に
問

題
は

な
い

。
ま

た
研

修
に

か
か

る
宿

泊
・

手
当

て
等

の
費

用
負

担
は

水
資

源
省

、
州

水
資

源
開

発
局

が
行

っ
て

き
て

い
る

。

3
.
5

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
（

対
象

技
術

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

蓄
積

、
日

本
の

経
験

を
生

か
せ

る
か

）

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

の
認

識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

部
分

的
に

は
日

本
の

技
術

に
優

位
性

が
あ

る
が

、
地

域
の

適
正

技
術

な
ど

の
ロ

ー
カ

ル
特

性
に

基
づ

く
も

の
に

つ
い

て
は

特
に

優
位

は
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
計

画
策

定
・

管
理

手
法

に
は

日
本

の
経

験
の

優
位

性
を

活
用

で
き

る
。

4
日

本
の

国
際

協
力

事
業

と
し

て
の

妥
当

性

4
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本
の

援
助

事
業

と
し

て
妥

当
性

が
あ

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
の

認
識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s
、

J
I
C
A
エ

国
国

別
援

助
実

施
計

画

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

日
本

の
対

ア
フ

リ
カ

援
助

、
エ

国
へ

の
支

援
に

お
け

る
優

先
分

野
の

事
業

で
あ

り
、

ま
た

J
I
C
A
国

別
事

業
実

施
計

画
に

も
合

致
し

て
い

る
。

有
効

性
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
内

容

1
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

は
明

確
に

記
述

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
明

確
で

あ
る

。

1
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

の
指

標
（

訓
練

修
了

生
数

、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の

満
足

度
：

8
0
％

）
は

目
標

の
内

容
を

的
確

に
捉

え
て

い
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
で

あ
る

訓
練

修
了

生
数

、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の

満
足

度
：

8
0
％

は
目

標
の

内
容

を
的

確
に

捉
え

て
お

り
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
指

標
と

し
て

適
切

で
あ

る
。

1
.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
と

目
標

値
（

訓
練

修
了

生
数

、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の

満
足

度
：

8
0
％

）
は

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
デ

ー
タ

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

妥
当

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
既

存
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

結
果

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

エ
国

と
日

本
に

よ
る

合
同

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
が

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

第
1

年
次

中
に

実
施

さ
れ

る
予

定
に

な
っ

て
い

る
。

設
定

さ
れ

た
指

標
で

あ
る

訓
練

修
了

生
数

は
既

述
の

と
お

り
、

訓
練

セ
ン

タ
ー

の
規

模
、

予
算

と
有

す
る

資
源

に
基

づ
き

、
研

修
実

施
が

可
能

と
考

え
ら

れ
る

最
大

人
数

を
積

算
し

た
も

の
で

あ
り

、
研

修
成

果
の

質
的

な
評

価
の

た
め

の
指

標
と

し
て

修
了

生
と

そ
の

上
司

の
訓

練
へ

の
満

足
度

：
8
0
％

、
に

設
定

し
た

。

1
.
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

の
指

標
（

訓
練

修
了

生
数

、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の

満
足

度
：

8
0
％

）
の

入
手

手
段

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
、

訓
練

修
了

生
と

そ
の

上
司

へ
の

質
問

票
、

訓
練

コ
ー

ス
の

評
価

報
告

書
）

は
適

切
か

‐
必

要
な

指
標

を
測

定
し

て
い

る
か

‐
入

手
に

コ
ス

ト
が

か
か

り
す

ぎ
な

い
か

‐
再

現
性

が
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

し
て

使
え

る
か

－ 資料 105 －

既
述

の
と

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

指
標

の
関

係
で

は
論

理
性

、
客

観
性

、
再

現
性

は
確

保
さ

れ
て

お
り

、
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

の
た

め
の

調
査

を
実

施
を

通
じ

て
そ

れ
ら

の
情

報
・

デ
ー

タ
を

入
手

で
き

る
た

め
大

き
な

経
費

の
投

入
を

必
要

と
し

な
い

。
定

期
的

な
エ

国
・

日
本

側
の

合
同

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
体

制
の

確
保

さ
れ

れ
ば

有
効

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

改
善

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

情
報

と
な

る
可

能
性

が
大

き
い

。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
水

資
源

省
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト

上
述

の
と

お
り

、
夫

々
の

訓
練

の
対

象
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

切
で

あ
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
す

る
訓

練
の

内
容

と
実

施
方

法
の

検
討

に
お

い
て

男
女

比
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
あ

る
い

は
貧

困
層

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

も
盛

り
込

む
必

要
が

あ
る

。

国
家

水
分

野
計

画
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
の

報
告

書

個
々

の
訓

練
内

容
は

夫
々

固
有

の
必

要
性

と
支

援
方

向
性

に
合

致
し

て
い

る
が

、
全

体
と

し
て

の
訓

練
目

標
（

ビ
ジ

ョ
ン

）
、

効
用

、
訓

練
成

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
等

は
再

検
討

の
余

地
が

あ
る

。
ま

た
州

･
地

域
に

拠
り

適
合

技
術

の
差

異
が

あ
る

た
め

必
要

な
訓

練
ニ

ー
ズ

や
課

題
の

認
識

に
か

か
る

調
査

と
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

他
ド

ナ
ー

と
の

援
助

協
調

に
よ

る
相

乗
効

果
は

期
待

で
き

る
が

、
今

後
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

国
家

水
分

野
計

画
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
の

報
告

書

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査

水
資

源
省

・
州

郡
水

事
務

所
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

質
問

票
調

査

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

（
3
/
6
）
　
　
　



４
.
評
価
グ
リ
ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

デ
ー

タ
収

集
方

法
評

価
結

果
判

断
基

準
・

方
法

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）

2
因

果
関

係
2
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

（
3
年

後
）

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
効

果
と

し
て

達
成

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
訓

練
が

計
画

通
り

に
実

施
さ

れ
た

場
合

、
3
年

間
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

内
で

の
達

成
が

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。

2
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
（

地
下

水
･
水

供
給

管
理

に
か

か
る

技
術

訓
練

の
実

施
）

が
計

画
さ

れ
て

い
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
地

下
水

・
水

供
給

に
か

か
る

技
術

訓
練

が
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

場
合

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
可

能
と

考
え

ら
れ

る
。

2
.
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
水

供
給

施
設

改
善

の
た

め
の

予
算

の
確

保
と

水
供

給
事

業
の

持
続

、
適

切
な

水
供

給
施

設
の

修
繕

体
制

の
確

立
）

は
適

切
に

認
識

さ
れ

て
い

る
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
外

部
条

件
の

内
容

は
適

切
に

認
知

さ
れ

て
い

る
。

2
.
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

に
関

す
る

人
材

の
育

成
）

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
訓

練
が

計
画

通
り

に
実

施
さ

れ
た

場
合

、
地

下
水

開
発

と
水

供
給

管
理

の
た

め
の

人
材

の
育

成
は

可
能

と
考

え
ら

れ
、

目
標

達
成

の
阻

害
要

因
は

殆
ど

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

効
率

性
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
内

容
1
.
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
地

下
水

開
発

・
水

供
給

管
理

に
か

か
る

技
術

訓
練

の
実

施
）

の
指

標
（

訓
練

コ
ー

ス
の

実
施

数
、

訓
練

コ
ー

ス
管

理
の

た
め

の
文

書
作

成
）

は
内

容
を

的
確

に
捉

え
て

い
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
現

在
2
1
の

訓
練

コ
ー

ス
の

実
施

が
計

画
さ

れ
て

い
る

、
夫

々
の

訓
練

コ
ー

ス
の

内
容

は
今

後
に

詳
細

な
検

討
が

行
わ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

1
.
2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
目

標
値

（
2
1
コ

ー
ス

の
実

施
）

は
妥

当
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
現

在
は

2
1
コ

ー
ス

が
予

定
さ

れ
て

い
る

（
今

後
、

変
更

の
可

能
性

が
あ

る
）

。
訓

練
コ

ー
ス

の
管

理
の

た
め

の
文

書
作

成
に

関
し

て
は

具
体

的
な

指
標

は
策

定
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

今
後

の
計

画
の

詳
細

化
と

と
も

に
具

体
的

な
指

標
の

設
定

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

　
1
.
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
指

標
入

手
手

段
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

、
訓

練
コ

ー
ス

の
評

価
記

録
）

は
適

切
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

‐
必

要
な

指
標

を
測

定
し

て
い

る
か

‐
コ

ス
ト

が
か

か
り

過
ぎ

な
い

か

‐
再

現
性

は
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
て

使
え

る
か

2
因

果
関

係
2
.
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
地

下
水

･
水

供
給

管
理

に
か

か
る

技
術

訓
練

の
実

施
）

産
出

の
た

め
に

十
分

な
活

動
（

訓
練

コ
ー

ス
の

実
施

）
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
計

画
通

り
に

2
1
の

訓
練

コ
ー

ス
が

実
施

さ
れ

た
場

合
は

、
成

果
の

発
現

が
可

能
と

考
え

ら
れ

る
た

め
特

に
問

題
は

な
い

。

2
.
2

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い
量

の
投

入
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
特

に
問

題
は

な
い

が
、

計
画

通
り

に
施

設
の

拡
充

と
資

金
の

投
入

が
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。

2
.
3

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い
質

の
投

入
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
適

切
な

C
/
P
の

配
置

等
を

担
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
.
4

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
訓

練
コ

ー
ス

終
了

生
が

エ
国

内
の

水
資

源
分

野
で

継
続

し
て

勤
務

す
る

）
は

適
切

に
認

識
さ

れ
て

い
る

か
。

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
外

部
条

件
の

認
識

は
さ

れ
て

い
る

が
、

待
遇

等
の

理
由

に
よ

り
公

的
部

門
か

ら
民

間
部

門
へ

の
流

出
が

問
題

化
し

て
い

る
。

3
タ

イ
ミ

ン
グ

3
.
1

日
本

・
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
双

方
の

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

正
に

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
日

本
人

短
期

専
門

家
の

投
入

時
期

は
計

画
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

他
の

投
入

に
つ

い
て

は
今

後
に

計
画

の
詳

細
が

決
定

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
お

り
現

在
は

未
定

で
あ

る
。

4
投

入
の

コ
ス

ト
4
.
1

（
J
I
C
A
ま

た
は

他
ド

ナ
ー

に
よ

る
）

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
比

較
し

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

投
入

予
定

の
コ

ス
ト

に
見

合
っ

た
も

の
か

。

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

‐
よ

り
低

い
コ

ス
ト

で
達

成
す

る
代

替
手

段
の

有
無

、
あ

る
い

は
同

じ
コ

ス
ト

で
よ

り
高

い
達

成
度

を
実

現
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か

－ 資料 106 －

具
体

的
な

指
標

は
設

定
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

指
標

入
手

手
段

は
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

記
録

を
そ

の
ま

ま
利

用
す

る
事

が
可

能
で

あ
り

、
再

現
性

は
確

保
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
入

手
へ

の
高

コ
ス

ト
が

発
生

す
る

問
題

は
な

い
。

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
エ

国
側

の
訓

練
へ

の
資

金
負

担
も

あ
り

、
投

入
コ

ス
ト

は
他

の
類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

比
較

し
て

少
な

く
、

効
率

性
は

高
い

。

（
4
/
6
）
　
　
　



４
.
評
価
グ
リ
ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

デ
ー

タ
収

集
方

法
評

価
結

果
判

断
基

準
・

方
法

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）

5
投

入
の

活
用

可
能

性
5
.
1

日
本

・
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
双

方
の

投
入

は
効

率
的

に
活

用
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

か
・ ・

実
績

値
定

性
分

析
フ

ェ
ー

ズ
I
実

績
統

計
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
投

入
が

効
果

的
に

活
用

さ
れ

、
効

果
が

発
現

す
る

可
能

性
が

高
い

。

イ
ン

パ
ク

ト
1

上
位

目
標

の
内

容
1
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
向

上
）

の
指

標
（

全
国

水
供

給
率

）
は

目
標

の
内

容
を

的
確

に
捉

え
て

い
る

か
＝

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

は
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
に

お
け

る
給

水
事

業
の

強
化

、
効

率
性

の
向

上
に

貢
献

す
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
訓

練
を

通
じ

た
能

力
拡

大
が

給
水

事
業

の
強

化
（

＝
水

供
給

率
の

向
上

）
に

貢
献

す
る

可
能

性
は

高
い

。

1
.
2

上
位

目
標

の
指

標
及

び
目

標
値

は
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
・

デ
ー

タ
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
妥

当
か

（
事

後
評

価
で

効
果

の
検

証
が

で
き

る
か

）

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

供
給

率
の

向
上

は
毎

年
更

新
さ

れ
た

デ
ー

タ
が

発
表

さ
れ

て
お

り
（

入
手

手
段

と
し

て
、

①
水

資
源

省
年

間
報

告
、

②
中

央
統

計
局

デ
ー

タ
あ

る
い

は
③

S
D
P
R
P
年

間
報

告
、

の
3
種

が
あ

る
）

、
事

後
評

価
で

も
経

年
的

な
検

証
が

可
能

で
あ

る
。

1
.
3

上
位

目
標

の
指

標
入

手
手

段
は

適
切

か
・ ・

目
標

値
定

性
分

析
‐

必
要

な
指

標
を

測
定

し
て

い
る

か

‐
入

手
に

コ
ス

ト
が

か
か

り
す

ぎ
な

い
か

‐
再

現
性

が
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

し
て

使
え

る
か

2
因

果
関

係
2
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
向

上
）

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
の

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
訓

練
が

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
場

合
、

水
資

源
開

発
・

水
供

給
率

の
向

上
に

資
す

る
可

能
性

が
大

き
い

、

2
.
2

上
位

目
標

と
開

発
課

題
の

関
連

性
・

論
理

は
明

確
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
水

資
源

省
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

S
D
P
R
P
に

あ
る

と
お

り
エ

国
の

優
先

的
な

開
発

課
題

に
は

水
供

給
率

の
向

上
が

あ
り

、
ま

た
水

衛
生

分
野

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

は
財

政
的

制
約

よ
り

も
技

術
力

を
備

え
た

人
材

の
不

足
を

組
織

的
制

約
要

因
と

し
て

挙
げ

て
い

る
。

技
術

力
の

あ
る

人
材

の
育

成
を

通
じ

た
能

力
強

化
の

必
要

性
は

高
く

、
上

位
目

標
と

開
発

課
題

と
の

関
連

性
は

明
確

で
あ

る
。

2
.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
エ

国
に

お
い

て
天

候
不

順
に

拠
る

悪
影

響
が

発
生

し
な

い
、

水
分

野
の

政
策

が
維

持
さ

れ
る

）
は

適
切

に
認

識
さ

れ
て

い
る

か
。

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
水

資
源

省
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

外
部

条
件

は
認

識
さ

れ
て

い
る

。
水

資
源

開
発

分
野

の
政

策
・

計
画

・
戦

略
は

諸
ド

ナ
ー

の
支

援
に

よ
り

策
定

済
み

で
あ

り
、

2
0
1
5
年

の
M
D
G
目

標
年

次
に

則
し

て
策

定
さ

れ
た

水
衛

生
分

野
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
W
S
S
D
P
）

（
2
0
0
2
）

に
あ

る
方

針
が

維
持

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
。

2
.
4

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
水

資
源

省
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

リ
ス

ク
要

因
と

考
え

ら
れ

る
も

の
は

特
に

な
い

。

3
波

及
効

果
3
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
向

上
）

以
外

の
効

果
・

影
響

が
想

定
さ

れ
る

か
。

特
に

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
に

つ
い

て
は

そ
れ

を
軽

減
す

る
た

め
の

対
策

は
と

ら
れ

て
い

る
か

。

・
定

性
分

析

‐
政

策
の

策
定

及
び

法
律

・
制

度
・

基
準

な
ど

の
整

備
へ

の
影

響
‐

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

人
権

、
貧

富
な

ど
社

会
・

文
化

的
側

面
へ

の
影

響
‐

環
境

保
護

へ
の

影
響

‐
技

術
面

で
の

変
革

に
よ

る
影

響

‐
対

象
社

会
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
、

受
益

社
へ

の
経

済
的

影
響

等
3
.
2

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

民
族

、
社

会
的

階
層

の
違

い
に

よ
り

異
な

っ
た

プ
ラ

ス
・

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
特

に
な

い
が

、
上

記
同

様
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル
で

の
運

営
維

持
管

理
に

関
連

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

開
発

要
員

へ
の

訓
練

に
つ

い
て

は
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
貧

困
層

へ
の

特
別

の
配

慮
あ

る
い

は
地

域
で

の
争

議
解

決
ノ

ウ
ハ

ウ
等

、
必

要
な

ス
キ

ル
を

再
調

査
・

確
認

し
て

、
訓

練
内

容
に

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
。

4
相

手
国

政
策

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト

4
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

水
資

源
省

の
政

策
の

影
響

を
与

え
る

か
・

定
性

分
析

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
分

野
の

政
策

・
戦

略
は

す
で

に
確

立
さ

れ
て

お
り

、
特

に
大

き
な

影
響

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。
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資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

指
標

の
入

手
に

は
上

記
の

と
お

り
3
種

の
デ

ー
タ

が
あ

り
、

コ
ス

ト
も

特
に

発
生

せ
ず

、
誰

で
も

容
易

に
入

手
が

可
能

で
あ

る
。

経
年

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
可

能
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

を
測

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

し
て

も
有

効
で

あ
る

。

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識

特
に

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
を

与
え

る
と

考
え

ら
れ

る
要

因
は

な
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
レ

ベ
ル

で
の

水
供

給
施

設
の

運
営

維
持

管
理

に
関

連
す

る
訓

練
に

つ
い

て
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

貧
困

層
へ

の
配

慮
を

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
。

（
5
/
6
）
　
　
　



４
.
評
価
グ
リ
ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5
項

目
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

デ
ー

タ
収

集
方

法
評

価
結

果
判

断
基

準
・

方
法

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）

自
立

発
展

性
1

政
策

・
制

度
面

1
.
1

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

政
府

及
び

水
資

源
省

の
訓

練
セ

ン
タ

ー
へ

の
政

策
、

人
材

、
組

織
的

支
援

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
す

る
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

開
発

・
給

水
に

関
連

す
る

政
策

・
戦

略
は

準
備

さ
れ

て
き

て
お

り
、

W
S
S
D
P
に

あ
る

方
針

が
変

更
さ

れ
る

維
持

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
。

し
か

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

持
続

可
能

性
に

つ
い

て
は

そ
の

役
割

の
将

来
像

（
ビ

ジ
ョ

ン
）

が
現

在
未

だ
確

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

困
難

が
想

像
さ

れ
る

部
分

も
あ

る
。

今
後

に
、

訓
練

セ
ン

タ
ー

と
訓

練
目

的
の

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
再

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

1
.
2

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

整
備

さ
れ

る
予

定
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
法

制
度

と
組

織
制

度
の

整
備

を
通

じ
た

“
W
a
t
e
r
 
G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
（

有
効

な
水

資
源

管
理

）
”

の
考

え
方

は
注

目
を

浴
び

つ
つ

あ
る

。
現

在
ま

で
に

「
水

資
源

管
理

に
か

か
る

発
布

」
（

2
0
0
0
）

は
行

わ
れ

て
き

た
が

「
水

資
源

管
理

規
則

」
は

現
在

準
備

中
で

あ
る

（
2
0
0
4
年

末
ま

で
に

省
に

よ
り

制
定

さ
れ

る
予

定
）

。
（

N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
R
e
p
o
r
t
 
f
o
r
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,

p
.
2
0
,
 
M
o
W
R
 
&
 
U
N
C
E
S
C
O
）

2
組

織
・

財
政

面
2
.
1

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く

た
め

の
活

動
を

実
施

す
る

組
織

能
力

は
あ

る
か

・
定

性
分

析

‐
人

材
配

置
（

訓
練

セ
ン

タ
ー

、
中

央
・

州
・

郡
レ

ベ
ル

）

‐
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス

2
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
開

始
以

前
か

ら
水

資
源

省
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
水

資
源

省
の

意
識

は
高

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
1
年

次
中

に
水

資
源

省
側

に
よ

る
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

運
営

体
制

の
再

構
築

が
実

施
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

2
.
3

経
常

経
費

を
含

む
予

算
確

保
は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

側
の

予
算

措
置

は
十

分
に

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

‐
訓

練
（

基
礎

コ
ー

ス
、

上
級

コ
ー

ス
）

3
技

術
面

3
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
ら

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
容

さ
れ

る
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

‐
技

術
レ

ベ
ル

‐
社

会
的

・
慣

習
的

要
因

3
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
予

定
の

資
機

材
の

維
持

管
理

計
画

は
妥

当
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

フ
ェ

ー
ズ

I
 
実

績
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
特

に
問

題
は

な
い

。
2
年

次
以

降
の

訓
練

の
規

模
は

、
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

拡
充

を
前

提
と

し
て

い
る

た
め

、
エ

側
が

投
入

す
る

べ
き

資
金

確
保

の
担

保
が

必
要

で
あ

る
。

4
社

会
・

文
化

・
環

境
面

4
.
1

女
性

、
貧

困
層

、
社

会
的

弱
者

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
・

定
性

分
析

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
既

述
の

と
お

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
対

象
と

す
る

訓
練

に
つ

い
て

は
、

水
資

源
・

水
供

給
施

設
の

運
営

維
持

管
理

方
法

に
つ

い
て

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
貧

困
層

な
ど

へ
の

配
慮

と
地

域
で

の
問

題
の

解
決

手
段

に
つ

い
て

も
訓

練
内

容
へ

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
。

4
.
2

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
・

定
性

分
析

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
特

に
問

題
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

5
そ

の
他

5
.
1

自
立

発
展

性
を

阻
害

す
る

そ
の

他
の

要
因

は
あ

る
か

・
定

性
分

析
水

資
源

省
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
、

他
ド

ナ
ー

・
N
G
O
s
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
訓

練
活

動
に

つ
い

て
は

エ
国

に
よ

る
資

金
の

安
定

的
な

投
入

は
世

界
銀

行
に

よ
る

支
援

の
開

始
も

あ
り

、
現

在
で

は
大

き
な

リ
ス

ク
要

因
と

は
考

え
ら

れ
な

い
た

め
、

タ
イ

ミ
ン

グ
に

あ
っ

た
投

入
へ

の
担

保
が

行
わ

れ
れ

ば
資

金
面

で
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
要

因
は

特
に

な
い

。
既

述
の

と
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
持

続
と

訓
練

セ
ン

タ
ー

の
自

立
発

展
の

た
め

に
は

エ
国

側
に

技
術

力
が

備
わ

っ
た

C
/
P
の

配
置

、
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

運
営

体
制

の
再

構
築

、
ま

た
早

期
に

将
来

像
や

訓
練

の
目

的
に

関
す

る
将

来
的

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

明
確

化
し

、
エ

・
日

側
で

共
有

す
る

事
が

必
要

で
あ

る
。
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フ
ェ

ー
ズ

I
 
実

績
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
技

術
移

転
の

手
法

の
受

容
は

特
に

問
題

な
く

行
わ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

フ
ェ

ー
ズ

I
 
実

績
、

分
野

予
算

書
、

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
分

野
予

算
書

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査

水
資

源
省

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

認
識

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

水
資

源
省

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
他

ド
ナ

ー
・

N
G
O
s

報
告

書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
既

述
の

と
お

り
、

訓
練

セ
ン

タ
ー

の
持

続
性

に
つ

い
て

は
、

エ
国

側
の

技
術

力
の

あ
る

C
/
P
人

材
配

置
に

加
え

、
訓

練
セ

ン
タ

ー
運

営
組

織
の

再
構

築
、

ま
た

持
続

成
確

保
の

前
提

と
し

て
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

将
来

的
役

割
と

訓
練

目
的

の
明

確
化

（
ビ

ジ
ョ

ン
の

策
定

）
が

必
要

で
あ

る
。

日
本

側
は

予
算

の
備

中
で

あ
る

。
エ

国
側

の
予

算
準

備
状

況
は

現
在

、
不

明
で

あ
る

が
世

界
銀

行
の

支
援

に
よ

る
資

金
の

投
入

が
期

待
で

き
る

。

（
6
/
6
）
　
　
　



４
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評
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グ
リ
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評
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グ
リ

ッ
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B
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調
査

研
究

活
動

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

計
画

の
組

み
立

て
1

計
画

内
容

1
.
1

上
位

目
標

(
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
)
 
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
、

成
果

の
内
容
（
調
査
研
究
活

動
を

通
じ

た
教

材
の

開
発

と
改

善
）
は
明
確
か

・ ・
定
性
分
析

人
材
育
成
計

画
、
計
画
目
標

値

国
家
水
分
野
開
発
計
画
･
戦

略
書
　
　
　
　
　
‐

E
t
h
i
o
p
i
a
n
 
W
a
t
e
r

R
e
s
o
u
r
c
e
s
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

P
o
l
i
c
y
（
1
9
9
9
）

‐
N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r

S
t
r
a
t
e
g
y
 
(
2
0
0
1
)

‐
W
S
S
D
P
2
0
0
2
-
2
0
1
6

‐
N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r

S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n

M
/
P
(
2
0
0
2
)

-
 
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d

P
o
v
e
r
t
y
 
R
e
d
u
c
t
i
o
n

P
r
o
g
r
a
m
m
e
(
2
0
0
2
)

水
資
源
省
、
州
・
郡
水
事

務
所
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
水
資
源

開
発
･
水
供
給
分
野
計
画
･

戦
略
資
料

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
専
門

家
、
C
/
P
へ
の
聞
き
取
り

調
査

達
成
す
べ
き
目
標
と
成
果
の
内
容
は
明
確
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

1
.
2

達
成

度
を

測
る

各
指

標
（

全
国

水
供
給
率
、
訓
練
修
了

生
数

、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の
訓
練
へ
の
満
足

度
：

8
0
％

、
地

下
水

管
理

な
ら

び
に
適
正
技
術
の
訓
練

に
関

連
し

て
開

発
あ

る
い

は
改

訂
さ
れ
た
教
本
・
教
材

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

数
）

は
そ

れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
確

に
捉

え
て

い
る

か

・ ・
定
性
分
析

目
標
値

上
記
計
画
書
の
数
値

水
資
源
省
、
州
・
郡
水
事

務
所
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
専
門

家
、
C
/
P
や
他
援
助
機
関

へ
の
聞
き
取
り
調
査

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
･
評
価
の
指
標
は
訓
練
内
容
を
明
確
に
捉
え
て
お
り
、
特
に
問
題
は

な
い
。

1
.
3

各
指

標
の

入
手

手
段

は
客

観
性

、
再
現
性
を
確
保
し
て

い
る

か
・

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
上
記
計
画
書

の
数
値

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

指
標
の
入
手
手
段
の
客
観
性
、
再
現
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
は
な

い
。

1
.
4

調
査

研
究

の
対

象
地

域
は

明
確

に
設
定
さ
れ
て
い
る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
上
記
計
画

書
、
他
ド
ナ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
の
対
象
地
域
と
し
て
南
部
諸
民
族
州
ブ
タ
ジ
ラ
地
区
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

2
因

果
関

係
2
.
1

活
動

（
地

下
水

管
理

と
適

正
技

術
の
開
発
に
か
か
る
調

査
研

究
の

実
施

）
→

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
（
調
査
研
究
活
動

を
通

じ
た

教
材

の
開

発
と

改
善

）
→
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
（

地
下

水
開

発
と

水
供

給
管

理
に
関
す
る
人
材
の
育

成
）

→
上

位
目

標
（

水
供

給
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向

上
）

は
そ

れ
ぞ

れ
手

段
→

目
的

の
関
係
に
な
っ
て
い
る

か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

計
画
の
理
論
構
成
は
手
段
→
目
的
の
関
係
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

2
.
2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
の
外
部
条
件
は
適
切

に
設

定
さ

れ
て

い
る

か
（

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
（
調
査
研
究

活
動

を
通

じ
た

教
材

の
開

発
と

改
善
）
→
外
部
条
件

（
訓

練
修

了
生

が
水

供
給

分
野

で
継
続
し
て
勤
務
す

る
。

）
→

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地
下
水
開
発
と
水
供

給
管

理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
の
論
理
は
正
し
い

か
）

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
→
外
部
条
件
の
因
果
関
係
は
論
理
上
、
適
切
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。

2
.
3

上
位

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

外
部
条
件
は
適
切
に
設

定
さ

れ
て

い
る

か
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目
標
（
地
下
水
開

発
と

水
供

給
管

理
に

関
す

る
人

材
の
育
成
）
→
外
部
条

件
（

訓
練

修
了

生
が

水
供

給
分

野
で
継
続
し
て
勤
務
す

る
。

）
→

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上

）
の

論
理

は
正

し
い

か
）

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
、

上
位
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
外
部
条
件
の
設
定
は
論
理
上
、
適
切
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。

－ 資料 109 －

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

(1
/
6
)



４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

実
施

プ
ロ

セ
ス

1
調

査
研

究
活

動
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
体
制
（
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の

仕
組

み
・

体
制

、
意

思
決

定
プ
ロ
セ
ス
）

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
報

告
書

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
･
評
価
指
標
に
基
づ
い
て
、
調
査
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
半
期
に
一

度
は
エ
・
日
側
合
同
の
定
期
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の

手
法
の
確
定
、
仕
組
み
・
体
制
の
構
築
、
意
思
決
定
の
過
程
の
合
意
を
形
成
す
る

必
要
が
あ
る
。

2
実

施
機

関
あ

る
い

は
C
/
P
の

調
査

研
究
活
動
に
対
す
る

認
識

の
高

さ
・

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

C
/
P
の
調
査
研
究
全
般
へ
の
認
識
と
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
た
だ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実

施
す
る
調
査
研
究
の
計
画
内
容
は
現
在
の
段
階
で
は
エ
国
側
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
エ
国
側
日
本
側
の
意
思
疎
通
を
更
に
深
め
て
、
計
画
に
つ
い
て
の
認
知

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

3
適

切
な

C
/
P
の

配
置

・
計
画
値

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
水
資
源
省
の

調
査
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
関
連
が
深
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
書
2
章
2
-
2
に

あ
る
と
お
り
、
エ
国
側
の
投
入
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
上
述

の
と
お
り
調
査
研
究
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
の
エ
国
側
の
認
知
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。

4
（

計
画

通
り

に
活

動
を

実
施

す
る
た
め
の
）
投
入
の
保

証
・ ・

分
野
予
算

計
画
値

分
野
予
算
・
計
画
書
、
水

資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

今
後
の
協
議
に
よ
り
投
入
の
詳
細
が
検
討
さ
れ
る
（
現
在
は
詳
細
情
報
は
な

し
）
。

5
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

や
利

害
関
係
組
織
の
調
査
研
究

に
か

か
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加
度
あ
る
い
は
認
識

の
高

さ
や

認
識

が
高

ま
る

可
能

性

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
ｓ
の
認
識

水
資
源
省
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

上
述
の
と
お
り
、
エ
国
側
に
計
画
詳
細
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
合

同
で
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

6
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
お

い
て
留
意
す
べ
き
事
項
や

活
動

を
阻

害
す

る
可

能
性

の
あ

る
要
因

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

分
野
計
画
書
、
水
資
源

省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認

識
、
他
ド
ナ
ー
の
報
告
書

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

質
と
人
数
を
満
た
し
た
エ
国
側
C
/
P
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
エ
国
側
と
調
査

研
究
結
果
の
利
用
に
つ
い
て
再
検
討
と
合
意
形
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
3
年
間
は
調
査
研
究
の
た
め
に
は
比
較
的
短
期
間
と
考
え
ら
れ
る
が
、
期
間

内
で
ど
の
程
度
ま
で
調
査
研
究
の
成
果
を
求
め
る
か
、
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

妥
当

性
1

必
要

性
1
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
）
が

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

国
の

開
発

ニ
ー

ズ
、
地
域
ニ
ー
ズ
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
貧
困
削
減
戦

略
、
国
家
水
分
野
開
発
計

画
･
戦
略
、
M
D
G
ｓ
等
の
開

発
計
画
文
書

国
家
開
発
・
分
野
計
画
･

戦
略
書
、
水
資
源
省
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
開
発
･
水
供
給
は
エ
国
の
マ
ク
ロ
開
発
計
画
の
「
貧
困
削
減
戦
略

（
S
D
P
R
P
）
」
（
2
0
0
2
）
で
も
ア
ク
セ
ス
率
の
低
さ
か
ら
、
優
先
課
題
に
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
水
分
野
開
発
分
野
の
政
策
に
も
合
致
し
て
い
る
。
特
に
農
村
部
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
安
全
な
水
へ
の
必
要
性
は
高
い
が
、
州
に
よ
っ
て
は
開

発
の
ニ
ー
ズ
の
優
先
順
位
や
進
捗
が
異
な
る
た
め
、
開
発
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
は
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
り
調
査
に
基
づ
い
た
訓
練
実
施
方
法
の
再
検
討
を

要
す
る
。
ま
た
安
全
な
水
の
供
給
率
の
向
上
は
、
食
糧
安
全
保
障
、
保
健
衛
生
、

経
済
開
発
等
の
直
接
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
女
子
へ
の
教
育
、
女
性
の

労
働
軽
減
な
ど
へ
の
影
響
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

1
.
2

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に
合
致
し
て
い
る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

国
家
水
分
野
計
画
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
の
直
接
的
な
裨
益
者
は
水
資
源
省
調
査
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
る
。
同
ユ

ニ
ッ
ト
で
の
調
査
研
究
活
動
の
実
施
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

2
優

先
度

2
.
1

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

国
の

開
発

政
策

と
の
整
合
性
が
あ
る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

国
家
開
発
計
画
、
M
D
G
ｓ
等

の
開
発
計
画
文
書

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
開
発
分
野
で
の
調
査
研
究
に
か
か
る
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
済
み
で

（
2
0
0
2
）
、
戦
略
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。
貧
困
削
減
戦
略
（
S
D
P
R
P
）
に
も
あ
る
と

お
り
、
地
下
水
賦
存
量
や
適
正
技
術
の
開
発
に
よ
る
水
道
分
野
・
農
業
生
産
手
法

へ
の
試
行
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
貧
困
削
減
、
保
健
衛
生
水
準
の
向
上
、
食
糧
安

全
保
障
、
農
業
生
産
の
多
様
化
へ
資
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。

2
.
2

日
本

の
援

助
政

策
・

J
I
C
A
の

国
別
実
施
計
画
と
の
整
合

性
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

T
I
C
A
D
 
I
I
I
報
告
、
J
I
C
A
エ

国
国
別
事
業
実
施
計
画

外
務
省
・
J
I
C
A
資
料
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

2
0
0
3
年

の
T
I
C
A
D

I
I
I
の

開
催

に
伴

い
確

認
さ

れ
た

日
本

の
対

ア
フ

リ
カ

支
援

の
3

つ
の

柱
の

「
人

間
中

心
の
開

発
」

並
び

に
「

経
済

成
長

を
通

じ
た

貧
困

削
減

」
の

両
面

で
水

開
発

分
野

へ
の

支
援

が
強

調
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
J
I
C
A
国
別

事
業

実
施

計
画

で
強

調
さ

れ
て

い
る

4
つ

の
重

点
支

援
分

野
の

「
農

業
（

食
糧

安
全

保
障

）
」

、
「

イ
ン

フ
ラ

整
備

（
水

資
源

開
発

）
」

、
「

保
健

医
療

」
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

水
資

源
開

発
に
よ

る
農

業
生

産
の

安
定

、
安

全
な

水
の

供
給

が
謳

わ
れ

て
い

る
。

例
え

ば
「

農
業
（

食
糧

安
全

保
障

）
」

に
お

い
て

は
天

水
依

存
型

農
業

に
よ

る
収

量
の

不
安

定
を
適

正
技

術
の

開
発

普
及

等
に

よ
っ

て
克

服
し

、
生

産
の

高
収

量
化

を
行

い
農

民
の
生

活
改

善
に

資
す

る
こ

と
、

「
イ

ン
フ

ラ
整

備
（

水
資

源
開
発
）
」
に
お
い
て
は
安
全
な
水
の
供
給
を
通
じ

て
基

礎
教

育
、

保
健

医
療

･
衛

生
及

び
農

村
開

発
と

い
っ

た
複

合
的

な
課

題
の

軽
減

の
可

能
性

、
さ

ら
に

「
保

健
・

医
療

」
で

は
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
等

、
J
I
C
A
に
よ

る
開

発
へ

の
支

援
方
向
性
と
一
致
し
て
い
る
。
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(2
/
6
)



４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

3
手

段
の

適
切
性

3
.
1

調
査

研
究

活
動

は
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
国
の
水
資
源
開
発
分

野
、

セ
ク

タ
ー

の
開

発
課

題
に

対
す
る
効
果
を
挙
げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
か

・ ・
目

標
値

定
性

分
析

‐
ア

プ
ロ

ー
チ

は
適

切
か

‐
対

象
地

域
は

適
切

か

‐
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

お
け
る
相
乗
効
果

3
.
2

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適
切
か

・
目
標
値

‐
対

象
・

定
性
分
析

‐
規

模

‐
男

女
比

3
.
3

調
査

研
究

対
象

地
域

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト
グ
ル
ー
プ
以
外
へ

の
波

及
性

は
あ

る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
の

認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

調
査
研
究
活
動
で
の
地
下
水
賦
存
調
査
の
結
果
と
開
発
さ
れ
た
適
正
技
術
は
地
域

特
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
地
域
で
も
応
用
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
上
述
の
と
お

り
農
業
・
地
方
開
発
省
と
の
事
前
の
調
整
が
必
須
で
あ
る
。

3
.
4

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
（
対
象
技
術
の
ノ
ウ

ハ
ウ

の
蓄

積
、

日
本

の
経

験
を

生
か
せ
る
か
）

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
の

認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

調
査
研
究
活
動
の
管
理
に
お
い
て
は
日
本
の
技
術
者
に
経
験
や
優
位
性
が
あ
る
。

地
域
の
適
正
技
術
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
特
性
に
基
づ
く
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
優
位

は
な
い
。

4
日

本
の

国
際
協

力
事

業
と
し
て

の
妥

当
性

4
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本
の

援
助

事
業
と
し
て
妥
当
性
が

あ
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
の

認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
、

J
I
C
A
エ
国
国
別
援
助
実
施

計
画

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

日
本
の
対
ア
フ
リ
カ
援
助
、
エ
国
へ
の
支
援
に
お
け
る
優
先
分
野
の
事
業
で
あ

り
、
ま
た
J
I
C
A
国
別
事
業
実
施
計
画
に
も
合
致
し
て
い
る
。

有
効

性
1

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

目
標

の
内
容

1
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
は

明
確

に
記
述
さ
れ
て
い
る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
明
確
で
あ
る
。

1
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
の

指
標

（
訓
練
修
了
生
数
、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の
満
足
度
：
8
0
％
）

は
目

標
の

内
容

を
的

確
に

捉
え

て
い
る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
で
あ
る
訓
練
修
了
生
数
、
訓
練
修
了
生
と
そ
の
上
司

の
訓
練
へ
の
満
足
度
：
8
0
％
は
目
標
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
て
お
り
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
評
価
指
標
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

1
.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
と

目
標
値
（
訓
練
修
了
生

数
、

訓
練

修
了

生
と

そ
の

上
司

の
訓
練
へ
の
満
足
度
：

8
0
％

）
は

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
デ

ー
タ
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
妥

当
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
既
存
の
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
調
査
結
果

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

エ
国
・
日
本
合
同
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
が
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
年
次
中
に
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
設
定
さ
れ
た
指
標
で
あ
る
訓
練
修
了
生
数
は
既
述
の
と

お
り
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
規
模
、
予
算
と
有
す
る
資
源
に
基
づ
き
、
研
修
実
施
可

能
と
想
定
さ
れ
る
最
大
人
数
を
積
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
研
修
成
果
の
質
的
な
評

価
の
た
め
の
指
標
と
し
て
修
了
生
と
そ
の
上
司
の
訓
練
へ
の
満
足
度
：
8
0
％
、
を

設
定
し
た
。

1
.
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
の

指
標

（
訓
練
修
了
生
数
、
訓

練
修

了
生

と
そ

の
上

司
の

訓
練

へ
の
満
足
度
：
8
0
％
）

の
入

手
手

段
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録
、
訓
練
修
了
生
と

そ
の

上
司

へ
の

質
問

票
、

訓
練

コ
ー
ス
へ
の
評
価
報

告
）

は
適

切
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

‐
必

要
な

指
標

を
測

定
し

て
い

る
か

‐
入

手
に

コ
ス

ト
が

か
か

り
す

ぎ
な
い
か

‐
再

現
性

が
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

し
て

使
え
る
か

2
因

果
関

係
2
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
は

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
（
3

年
後

）
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

効
果

と
し
て
達
成
さ
れ
る
も

の
で

あ
る

か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
活
動
が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
た
場
合
は
3
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

内
で
の
達
成
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
既
述
の
と
お
り
3
年
間
は
調
査
研

究
の
期
間
と
し
て
は
短
期
で
あ
る
た
め
、
求
め
る
成
果
の
程
度
に
つ
い
て
は
検
討

を
要
す
る
。

2
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
を

達
成

す
る
た
め
に
十
分
な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
（

調
査

活
動

を
通

じ
た
訓
練
コ
ー
ス
の
開

発
と

改
善

）
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
活
動
が
計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
は

可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
上
述
の
と
お
り
3
年
間
で
求
め
る
成
果
の
程
度
に
つ

い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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記
述
の
と
お
り
対
象
地
域
は
南
部
諸
民
族
州
ブ
タ
ジ
ラ
地
区
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
調
査
研
究
活
動
で
は
対
象
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
社
会
経
済
調

査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
家
水
分
野
計
画
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
の
報
告

書

地
下
水
賦
存
量
調
査
と
適
正
技
術
の
開
発
は
必
要
性
が
高
い
が
、
州
･
地
域
に
拠
り

適
合
技
術
の
差
異
が
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
予
定
地
の
選
択
理
由
、
必
要
な
調
査

ニ
ー
ズ
、
課
題
の
認
識
等
に
つ
い
て
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

適
正
技
術
に
つ
い
て
は
灌
漑
を
管
轄
す
る
農
業
・
地
方
開
発
省
と
の
役
割
分
担
等

の
調
整
が
必
須
と
考
え
ら
れ
る
（
詳
細
は
報
告
書
2
章
2
-
2
を
参
照
）
。
さ
ら
に
他

支
援
機
関
と
の
援
助
協
調
に
つ
い
て
は
、
U
S
G
S
と
の
協
調
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

今
後
の
協
議
と
調
整
を
要
す
る
。

国
家
水
分
野
計
画
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
の
報
告

書

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
・
州
郡
水
事
務

所
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

既
述
の
と
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
指
標
の
関
係
は
論
理
性
、
客
観
性
、
再

現
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
た
め
の
調
査
を

実
施
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
情
報
・
デ
ー
タ
の
入
手
は
可
能
で
あ
り
、
大
き
な
経
費

の
投
入
は
必
要
と
し
な
い
。
エ
国
・
日
本
側
の
定
期
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制

の
確
保
さ
れ
れ
ば
、
有
効
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
段
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
善
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
資
す
る
情
報
と
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

(3
/
6
)



４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

2
.
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目
標
に
至
る
ま
で

の
外

部
条

件
（

水
供

給
施

設
改

善
の
た
め
の
予
算
の
確

保
と

水
供

給
事

業
の

持
続

、
適

切
な
水
供
給
施
設
の
修

繕
体

制
の

確
立

）
は

適
切

に
認

識
さ
れ
て
い
る
か
。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高
い
か
。

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

外
部
条
件
の
内
容
は
適
切
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

2
.
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
地

下
水

開
発
と
水
供
給
管
理
に

関
す

る
人

材
の

育
成

）
の

達
成

を
阻
害
す
る
要
因
は
あ

る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

3
年
間
の
調
査
研
究
期
間
に
、
訓
練
コ
ー
ス
の
教
材
の
開
発
・
改
善
に
調
査
研
究
結

果
を
資
す
る
事
は
あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
不
確
定
な
部
分
も
残
る
（
例
：

調
査
研
究
の
失
敗
の
場
合
）
。
限
定
さ
れ
た
期
間
の
調
査
結
果
と
し
て
ど
の
程
度

の
内
容
を
求
め
る
か
、
ど
の
よ
う
に
調
査
結
果
を
活
用
す
る
か
、
に
つ
い
て
、
エ

国
側
と
合
同
に
よ
る
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

効
率

性
1

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

の
内

容

1
.
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
調

査
活

動
を

通
じ
た
訓
練
コ
ー
ス
の

開
発

と
改

善
）

の
指

標
（

地
下

水
管
理
の
訓
練
と
適
正

技
術

の
訓

練
に

関
し

て
開

発
・

改
定
さ
れ
た
教
材
・
教

材
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

数
）

は
内

容
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

上
記
同
様
に
3
年
間
の
調
査
研
究
の
結
果
の
訓
練
コ
ー
ス
教
材
へ
の
反
映
に
つ
い
て

は
、
期
間
内
に
成
果
に
つ
い
て
求
め
る
内
容
と
水
準
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

1
.
2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
目

標
値

（
地

下
水
管
理
の
訓
練
と
適

正
技

術
の

訓
練

に
関

し
て

開
発

・
改
定
さ
れ
た
教
材
・

教
材

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
数

）
は

妥
当
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

具
体
的
な
指
標
は
策
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
計
画
の
詳
細
化
と
と
も
に

具
体
的
な
指
標
の
設
定
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
1
.
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
指

標
入

手
手

段
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
記

録
）

は
適

切
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

‐
必

要
な

指
標

を
測

定
し

て
い

る
か

‐
コ

ス
ト

が
か

か
り

過
ぎ

な
い

か

‐
再

現
性

は
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
て

使
え
る
か

2
因

果
関

係
2
.
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（
調

査
活

動
を

通
じ
た
訓
練
コ
ー
ス
の

開
発

と
改

善
）

産
出

の
た

め
に

十
分
な
活
動
（
地
下
水

管
理

と
適

正
技

術
の

開
発

に
か

か
る
調
査
研
究
活
動
の

実
施

）
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

計
画
通
り
に
調
査
研
究
活
動
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
成
果
の
発
現
が
可
能
と
考

え
ら
れ
る
。

2
.
2

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い
量
の
投
入
が
計
画
さ

れ
て

い
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

特
に
問
題
は
な
い
が
、
計
画
通
り
に
日
本
人
専
門
家
、
C
/
P
の
投
入
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

2
.
3

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い
質
の
投
入
が
計
画
さ

れ
て

い
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

適
切
な
C
/
P
の
配
置
等
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
.
4

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま
で
の
外
部
条
件

（
訓

練
コ

ー
ス

終
了

生
が

エ
国

内
の
水
資
源
分
野
で
継

続
し

て
勤

務
す

る
）

は
適

切
に

認
識
さ
れ
て
お
り
、
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高
い
。

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

外
部
条
件
の
認
識
は
さ
れ
て
い
る
が
、
待
遇
等
の
理
由
に
よ
り
エ
側
技
術
社
の
公

的
部
門
か
ら
民
間
部
門
へ
の
流
出
が
問
題
化
し
て
い
る
。

3
タ

イ
ミ

ン
グ

3
.
1

日
本

・
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
双

方
の

投
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

適
正

に
計

画
さ

れ
て

い
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

日
本
人
短
期
専
門
家
の
投
入
時
期
は
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
投
入
に
つ

い
て
は
今
後
に
計
画
の
詳
細
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
未
定

で
あ
る
。

4
投

入
の

コ
ス
ト

4
.
1

（
J
I
C
A
ま

た
は

他
ド

ナ
ー

に
よ

る
）
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に

比
較

し
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
投
入
予
定
の
コ
ス
ト

に
見

合
っ

た
も

の
か

。

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

‐
よ

り
低

い
コ

ス
ト

で
達

成
す

る
代
替
手
段
の
有
無
、

あ
る

い
は

同
じ

コ
ス

ト
で

よ
り

高
い
達
成
度
を
実
現
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か

5
投

入
の

活
用
可

能
性

5
.
1

日
本

・
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
双

方
の

投
入
は
効
率
的
に
活
用

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
か

・ ・
実
績
値

定
性
分
析

フ
ェ
ー
ズ
I
実
績
統
計
、
水

資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

投
入
に
つ
い
て
は
今
後
に
計
画
の
詳
細
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
現
在

は
未
定
で
あ
る
。

－ 資料 112 －

投
入
に
つ
い
て
は
今
後
に
計
画
の
詳
細
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
は
未
定
で
あ
る
。

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
の
報
告

水
資
源
省
、
　
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

具
体
的
な
指
標
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
指
標
と
し
て
調
査
研
究
活
動
の

進
捗
を
測
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
再
現
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
手
に
必
要
な
コ
ス
ト
発
生
な
ど
の
問
題
は
な
い
。

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

(4
/
6
)



４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

イ
ン

パ
ク

ト
1

上
位

目
標
の
内

容

1
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
）
の

指
標

（
全

国
水

供
給

率
）

は
目

標
の
内
容
を
的
確
に
捉

え
て

い
る

か
＝

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施
は
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア

に
お

け
る

給
水

事
業

の
強

化
、

効
率
性
の
向
上
に
貢
献

す
る

か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
活
動
に
よ
る
地
下
水
賦
存
量
の
調
査
・
分
析
、
ま
た
適
正
技
術
の
開

発
・
普
及
の
成
果
に
よ
り
、
給
水
事
業
の
強
化
（
＝
水
供
給
率
の
向
上
）
、
農
業

生
産
の
安
定
や
多
様
化
に
貢
献
す
る
可
能
性
は
高
い
。
現
在
、
エ
国
側
が
想
定
す

る
調
査
研
究
と
日
本
側
が
考
え
る
調
査
研
究
活
動
の
の
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
部
分

が
あ
る
た
め
、
調
査
研
究
の
目
的
と
内
容
に
つ
い
て
の
再
確
認
と
合
意
形
成
が
必

要
で
あ
る
。

1
.
2

上
位

目
標

の
指

標
及

び
目

標
値

は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・

デ
ー

タ
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
妥

当
か
（
事
後
評
価
で
効

果
の

検
証

が
で

き
る

か
）

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
供
給
率
の
向
上
は
毎
年
更
新
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
お
り
（
入
手
手
段

と
し
て
、
①
水
資
源
省
年
間
報
告
、
②
中
央
統
計
局
デ
ー
タ
あ
る
い
は
③
S
D
P
R
P
年

間
報
告
、
の
3
種
が
あ
る
）
、
事
後
評
価
で
の
経
年
的
に
検
証
が
可
能
で
あ
る
。

1
.
3

上
位

目
標

の
指

標
入

手
手

段
は

適
切
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

‐
必

要
な

指
標

を
測

定
し

て
い

る
か

‐
入

手
に

コ
ス

ト
が

か
か

り
す

ぎ
な
い
か

‐
再

現
性

が
あ

る
か

‐
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

段
と

し
て

使
え
る
か

2
因

果
関

係
2
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
）
は

調
査

研
究

活
動

の
効

果
と

し
て

の
発
現
が
見
込
ま
れ
る

か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
活
動
が
計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合
、
水
資
源
開
発
・
水
供
給
率
の
向

上
に
資
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。

2
.
2

上
位

目
標

と
開

発
課

題
の

関
連

性
・
論
理
は
明
確
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

S
D
P
R
P
に
あ
る
と
お
り
エ
国
の
優
先
的
な
開
発
課
題
と
し
て
水
供
給
率
の
向
上
が
挙

げ
ら
れ
、
ま
た
水
衛
生
分
野
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
財
政
的
制
約
よ
り
も
技
術
力

を
備
え
た
人
材
の
不
足
が
組
織
的
制
約
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
調
査
研

究
が
計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
結
果
の
訓
練
教
材
へ
の
反
映
が
技
術
者

の
知
識
・
能
力
強
化
に
資
す
る
可
能
性
は
高
く
、
上
位
目
標
と
開
発
課
題
と
の
関

連
性
は
明
確
で
あ
る
。

2
.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標
に
至
る
ま
で
の
外

部
条

件
（

エ
国

に
お

い
て

天
候

不
順
に
拠
る
悪
影
響
が

発
生

し
な

い
、

水
分

野
の

政
策

が
維
持
さ
れ
る
）
は
適

切
に

認
識

さ
れ

て
い

る
か

。
外

部
条
件
が
満
た
さ
れ
る

可
能

性
は

高
い

か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

外
部
条
件
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。
水
資
源
開
発
分
野
の
政
策
・
計
画
・
戦
略
は
諸

ド
ナ
ー
の
支
援
に
よ
り
策
定
済
み
で
あ
り
、
2
0
1
5
年
の
M
D
G
目
標
年
次
に
則
し
て
策

定
さ
れ
た
水
衛
生
分
野
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
W
S
S
D
P
）
（
2
0
0
2
）
が
維
持
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
。

2
.
4

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因
は
あ
る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

特
に
な
い
。

3
波

及
効

果
3
.
1

上
位

目
標

（
水

供
給

施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
の
向
上
）
以

外
の

効
果

・
影

響
が

想
定

さ
れ

る
か
。
特
に
マ
イ
ナ
ス

の
影

響
に

つ
い

て
は

そ
れ

を
軽

減
す
る
た
め
の
対
策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
。

・
定
性
分
析

‐
政

策
の

策
定

及
び

法
律

・
制

度
・
基
準
な
ど
の
整
備

へ
の

影
響

‐
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
人

権
、

貧
富

な
ど
社
会
・
文
化
的
側

面
へ

の
影

響

‐
環

境
保

護
へ

の
影

響

‐
技

術
面

で
の

変
革

に
よ

る
影

響

‐
対

象
社

会
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係
者
、
受
益
社
へ
の

経
済

的
影

響
等

3
.
2

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

民
族

、
社

会
的

階
層
の
違
い
に
よ
り
異

な
っ

た
プ

ラ
ス

・
マ

イ
ナ

ス
の

影
響
は
あ
る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

特
に
な
い
が
、
上
記
同
様
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
運
営
維
持
管
理
に
関
連

す
る
訓
練
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
貧
困
層
へ
の
特
別
の
配
慮
あ
る
い
は
争
議
解
決
ノ
ウ

ハ
ウ
等
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
内
容
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

4
相

手
国

政
策
へ

の
イ

ン
パ
ク
ト

4
.
1

調
査

研
究

活
動

が
水

資
源

省
の

政
策
の
影
響
を
与
え
る

か
・

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

分
野
の
政
策
・
戦
略
は
す
で
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
特
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
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特
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
は
な
い
が
地
域
毎
に
適
正

技
術
は
異
な
る
事
が
想
定
さ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
調
査
研
究
に
つ
い

て
は
計
画
と
実
施
に
際
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
貧
困
層
へ
の
配
慮
も
盛
り
込
む
必
要

が
あ
る
。
地
下
水
賦
存
量
調
査
に
お
い
て
は
地
下
水
ダ
ム
の
場
合
は
貯
水
の
影
響

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

指
標
の
入
手
に
は
上
記
の
と
お
り
3
種
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
コ
ス
ト
も
特
に
発
生
せ

ず
、
誰
で
も
容
易
に
入
手
が
可
能
で
あ
る
。
経
年
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
で
あ

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
指
標
・
手
段
と
し
て

妥
当
で
あ
る
。

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

(5
/
6
)



４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

判
断

基
準

/
評

価
5

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

評
価

結
果

調
査

項
目

（
大

項
目

）
調

査
項

目
(
小

項
目

）
判

断
基

準
・

方
法

自
立

発
展

性
1

政
策

・
制
度
面

1
.
1

エ
テ

ィ
オ

ピ
ア

政
府

及
び

水
資

源
省
の
調
査
研
究
に
か

か
る

政
策

、
人

材
、

組
織

的
支

援
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後

も
継

続
す

る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
研
究
活
動
へ
の
支
援
終
了
後
も
他
に
支
援
を
行
う
機
関
が
確
保
で
き
れ
ば
水

資
源
省
調
査
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
調
査
研
究
活
動
の
継
続
は
可
能
と
考

え
ら
れ
る
。
現
在
は
同
ユ
ニ
ッ
ト
も
発
足
直
後
で
人
材
配
置
は
2
名
と
限
定
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
調
査
研
究
の
ニ
ー
ズ
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

1
.
2

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て
い
る
か
。
整
備
さ

れ
る

予
定

か
・

定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識

他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

法
制
度
と
組
織
制
度
の
整
備
を
通
じ
た
“
W
a
t
e
r
 
G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
（
有
効
な
水
資
源

管
理
）
”
の
考
え
方
は
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
。
現
在
ま
で
に
「
水
資
源
管
理
に

か
か
る
発
布
」
（
2
0
0
0
）
は
行
わ
れ
て
き
た
が
「
水
資
源
管
理
規
則
」
は
現
在
準

備
中
で
あ
る
（
2
0
0
4
年
末
ま
で
に
省
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
予
定
）
。
（
N
a
t
i
o
n
a
l

W
a
t
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
R
e
p
o
r
t
 
F
o
r
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,
 
p
.
2
0
,
 
M
o
W
R
 
&
 
U
N
C
E
S
C
O
）

2
.
1

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く
た
め
の
活
動
を
実

施
す

る
組

織
能

力
は

あ
る

か
・

定
性
分
析

‐
人

材
配

置
（

訓
練

セ
ン

タ
ー

、
中
央
・
州
・
郡
レ
ベ

ル
）

‐
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス

2
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
開

始
以

前
か

ら
水
資
源
省
の
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ
プ
は
十
分
に
確
保

さ
れ

て
い

る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報

告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

水
資
源
省
の
意
識
は
高
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
1
年
次
中
に
水
資
源
省
側
に
よ
っ
て

調
査
研
究
活
動
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
体
制
の
再
構
築
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

2
.
3

経
常

経
費

を
含

む
予

算
確

保
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。
エ

テ
ィ

オ
ピ

ア
側

の
予

算
措

置
は

十
分
に
講
じ
ら
れ
て
い

る
か

・ ・
目
標
値

定
性
分
析

‐
訓

練
（

基
礎

コ
ー

ス
、

上
級

コ
ー
ス
）

3
.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
ら

れ
る

技
術
移
転
の
手
法
は
受

容
さ

れ
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

‐
技

術
レ

ベ
ル

‐
社

会
的

・
慣

習
的

要
因

3
.
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
予

定
の

資
機
材
の
維
持
管
理
計

画
は

妥
当

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

フ
ェ
ー
ズ
I
 
実
績
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

特
に
問
題
は
な
い
。

3
.
3

普
及

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
構

築
は

調
査
研
究
活
動
に
取
り

込
ま

れ
て

い
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

フ
ェ
ー
ズ
I
 
実
績
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

現
在
は
調
査
研
究
計
画
の
確
定
前
で
あ
り
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
普
及
の
手
法
や
組
織
案
も
含
め
た
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
適

正
技
術
の
調
査
研
究
の
計
画
策
定
と
実
施
に
あ
っ
た
て
は
農
業
・
地
方
開
発
省
と

の
事
前
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

3
.
4

調
査

研
究

実
施

サ
イ

ト
以

外
へ

普
及
が
可
能
な
技
術
で

あ
る

か
・ ・

目
標
値

定
性
分
析

フ
ェ
ー
ズ
I
 
実
績
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

地
下
水
賦
存
量
、
適
正
技
術
は
地
域
性
が
あ
る
が
、
エ
国
の
他
地
域
に
も
応
用
・

普
及
が
可
能
な
技
術
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
社

会
・

文
化
・

環
境

面

4
.
1

女
性

、
貧

困
層

、
社

会
的

弱
者

へ
の
配
慮
不
足
に
よ
り

持
続

的
効

果
を

妨
げ

る
可

能
性

は
な
い
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

既
述
の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
と
す
る
訓
練
に
際
し
て
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
貧
困
層
な
ど
へ
の
配
慮
と
地
域
で
の
問
題
解
決
手
段
に
つ
い
て
訓
練
の
内

容
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

4
.
2

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的
効
果
を
妨
げ
る
可

能
性

は
な

い
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

5
そ

の
他

5
.
1

自
立

発
展

性
を

阻
害

す
る

そ
の

他
の
要
因
は
あ
る
か

・
定
性
分
析

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

質
問
票
調
査

調
査
研
究
に
か
か
る
予
算
の
継
続
的
な
確
保
の
困
難
が
阻
害
要
因
と
な
り
得
る
こ

と
、
あ
る
い
は
支
援
者
の
不
在
に
よ
り
調
査
研
究
活
動
の
継
続
が
中
断
さ
れ
る
可

能
性
を
克
服
す
る
体
制
の
検
討
と
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

の
自
立
発
展
性
の
確
保
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
中
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
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水
資
源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
識
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報

告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

水
資
源
省
調
査
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
は
調
整
窓
口
で
あ
り
、
現
在
、
常
駐
の
人
材
配
置

は
2
名
で
そ
の
調
整
能
力
は
不
明
な
部
分
も
あ
る
。
エ
国
側
の
人
材
配
置
と
、
調
査

研
究
へ
の
組
織
体
制
の
構
築
や
調
査
研
究
の
目
的
と
そ
の
結
果
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
の
明
確
化
（
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
）
が
必
要
で
あ
る
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

日
本
側
は
予
算
の
準
備
中
で
あ
る
。
エ
国
側
の
予
算
準
備
状
況
は
現
在
、
不
明
で

あ
る
。

フ
ェ
ー
ズ
I
 
実
績
、
分
野

予
算
書
、
水
資
源
省
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
識
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
分

野
予
算
書
、
他
ド
ナ
ー
・

N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

フ
ェ
ー
ズ
I
 
実
績
、
水
資

源
省
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
他
ド
ナ
ー
・
N
G
O
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

水
資
源
省
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
他

ド
ナ
ー
・
N
G
O
s
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

技
術
移
転
の
手
法
の
受
容
は
特
に
問
題
な
く
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
組

織
・

財
政
面

3
技

術
面

(6
/
6
)
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ﾘ
ｽ

ﾄ

番
号

文
献

名
発

行
機

関
発

行
年

月
入

手
先

オ
リ

ジ
ナ

ル
・

写
し

注

1
1

N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
S
t
r
a
t
e
g
y

M
o
W
R

2
0
0
1
年
1
1
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

2
N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
&
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
 
M
a
s
t
e
r
 
P
l
a
n

M
o
W
R
 
b
y
 
D
H
V
 
(
オ
ラ
ン

ダ
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

2
0
0
2
年
1
2
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

3
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
B
a
s
e
d
 
P
a
r
t
i
c
i
p
a
t
o
r
y
 
W
a
t
e
r
s
h
e
d

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
:
 
A
 
G
u
i
d
e
l
i
n
e

M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e

a
n
d
 
R
u
r
a
l
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

4
E
t
h
i
o
p
i
a
-
M
D
G
s
 
N
e
e
d
s
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
D
r
a
f
t
 
F
i
n
a
l
 
R
e
p
o
r
t
:

W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y

M
o
W
R
,
 
U
N
D
P

2
0
0
4
年
1
1
月

J
I
C
A
エ
チ
オ
ピ

ア
事
務
所

電
子
フ
ァ
イ

ル
（
印
刷
）

5
N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
R
e
p
o
r
t
 
f
o
r
 
E
t
h
i
o
p
i
a

U
n
i
t
e
d
 
N
a
t
i
o
n
s

E
d
u
c
a
t
i
o
n
a
l
,
 
S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
,

a
n
d
 
c
u
l
t
u
r
a
l

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

M
o
W
R

2
0
0
4
年
1
1
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

6
W
a
t
e
r
 
S
e
c
t
o
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
P
r
o
g
r
a
m

M
o
W
R
 
b
y
 
W
a
t
e
r
w
o
r
k
s

D
e
s
i
g
n
 
&
 
S
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n

E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
 
(
W
W
D
S
E
)

2
0
0
2
年
3
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

2
1

S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
 
S
t
r
a
t
e
g
y
:
 
S
t
r
a
t
e
g
y
 
t
o
 
e
n
a
b
l
e
 
1
0
0
%

C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
 
L
e
a
d
e
r
（
2
n
d
 
D
r
a
f
t
）

2
0
0
4
年
9
月

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

2
5
t
h
 
C
o
u
n
t
r
y
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
o
f
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
2
0
0
2
-
2
0
0
6
:

W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n

P
r
o
g
r
a
m
m
e
s
 
P
l
a
n
s
 
o
f
 
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 
(
P
P
O
s
)

F
e
d
e
r
a
l
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

R
e
p
u
b
l
i
c
 
o
f
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,

U
N
I
C
E
F

2
0
0
1
年
1
0
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

未
コ
ピ
ー

3
S
t
u
d
y
 
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
 
i
n

t
h
e
 
W
a
t
e
r
 
S
e
c
t
o
r
 
-
 
F
o
r
m
u
l
a
t
i
o
n
 
o
f
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
t
i
o
n
a
l

F
r
a
m
e
w
o
r
k
 
-

F
e
d
e
r
a
l
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

R
e
p
u
b
l
i
c
 
o
f
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,

E
t
h
i
o
p
i
a
n
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

2
0
0
2
年
1
0
月

水
資
源
省

写
し

4
S
t
u
d
y
 
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
 
i
n

t
h
e
 
W
a
t
e
r
 
S
e
c
t
o
r
 
-
 
A
n
n
e
x
 
I
n
t
e
r
i
m
 
R
e
p
o
r
t
 
-

F
e
d
e
r
a
l
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

R
e
p
u
b
l
i
c
 
o
f
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,

E
t
h
i
o
p
i
a
n
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

2
0
0
2
年
1
0
月

水
資
源
省

写
し
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ﾘ
ｽ

ﾄ

番
号

文
献

名
発

行
機

関
発

行
年

月
入

手
先

オ
リ

ジ
ナ

ル
・

写
し

注
        

3
1

W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
t
i
o
n

P
r
o
j
e
c
t
 
(
C
r
.
2
0
4
2
-
E
T
)
 
H
a
n
d
o
v
e
r
 
n
o
t
e

U
N
D
P
?

2
0
0
2
年
9
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

未
コ
ピ
ー

2
P
r
o
j
e
c
t
 
A
p
p
r
a
i
a
s
a
l
 
D
o
c
u
m
e
n
t
 
o
n
 
a
 
P
r
o
p
o
s
e
d
 
C
r
e
d
i
t

t
o
 
t
h
e
 
F
e
d
e
r
a
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 
R
e
p
u
b
l
i
c
 
o
f
 
E
t
h
i
o
p
i
s
 
f
o
r

W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
 
P
r
o
j
e
c
t

W
o
r
l
d
 
B
a
n
k

2
0
0
4
年
4
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

3
D
r
a
f
t
 
T
e
r
m
s
 
o
f
 
R
e
f
e
r
e
n
c
e
:
 
W
o
r
e
d
a
 
S
u
p
p
o
r
t
 
G
r
o
u
p

R
W
S
S
H
 
P
r
o
g
r
a
m

W
o
r
l
d
 
B
a
n
k

2
0
0
4
年
2
月

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

世
銀
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

W
o
r
e
d
a
 
対
象
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト

資
料

4
G
u
i
d
e
 
t
o
 
R
e
s
u
l
t
s
-
b
a
s
e
d
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
a
n
d
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
o
f

t
h
e
 
W
o
r
e
d
a
 
R
u
r
a
l
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
,
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
 
&

H
y
g
i
e
n
e
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
(
R
W
S
S
H
P
)

W
o
r
l
d
 
B
a
n
k

写
し

世
銀
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

W
o
r
e
d
a
 
対
象
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
資
料

5
C
o
n
c
e
p
t
 
P
a
p
e
r
 
o
n
 
R
u
r
a
l
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n

I
n
i
t
i
a
t
i
v
e

A
f
D
B

2
0
0
4
年
1
月

A
f
D
B
エ
チ
オ
ピ

ア
事
務
所

写
し

6
A
C
P
-
E
U
 
W
a
t
e
r
 
F
a
c
i
l
i
t
y
 
A
c
t
i
o
n
s
 
i
n
 
A
C
P
 
C
o
u
n
t
r
i
e
s
:

G
u
i
d
e
l
i
n
e
 
f
o
r
 
g
r
a
n
t
 
a
p
p
l
i
c
a
n
t
s
 
r
e
p
o
n
d
i
n
g
 
t
o
 
t
h
e

R
e
s
t
r
i
c
t
e
d
 
C
a
l
l
 
f
o
r
 
P
r
o
p
o
s
a
l
s
 
f
o
r
 
2
0
0
4

E
C

2
0
0
4
年
1
0
月

E
U
エ
チ
オ
ピ
ア

事
務
所

写
し

7
T
e
h
i
n
i
c
a
l
 
A
s
s
i
t
a
n
c
e
 
t
o
 
A
A
W
S
A
（
A
d
d
i
s
 
A
b
a
b
a
 
W
a
t
e
r
 
&

S
e
w
e
g
e
 
A
u
t
h
o
r
i
t
y
）
：
D
r
a
f
t
 
F
i
n
a
l
 
R
e
p
o
r
t
 
（
抜
粋
）

E
C

2
0
0
4
年
7
月

E
U
エ
チ
オ
ピ
ア

事
務
所

写
し

E
C
に
よ
る
A
d
d
i
s
 
A
b
a
b
a
市

北
西
部
都
市
給
水
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

8
N
a
t
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
R
e
p
o
r
t
 
f
o
r
 
E
t
h
i
o
p
i
a

(
D
r
a
f
t
)
：
3
分
冊
？

U
N
E
S
C
O
,
 
M
o
W
R
 
(
M
&
E
 
T
e
a
m
,

P
l
a
n
n
i
n
g
 
&
 
P
r
o
j
e
c
t

D
e
p
t
.
)

2
0
0
4
年
1
1
月

M
o
W
R
,

P
l
a
n
n
i
n
g
 
&

P
r
o
j
e
c
t

D
e
p
t
.
,
 
M
&
E

U
n
i
t

写
し

U
N
E
S
C
O
が
作
成
し
た
水
供

給
分
野
総
合
評
価
報
告
書

9
S
u
g
g
e
s
t
e
d
 
L
i
s
t
 
o
f
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
s
 
t
o
 
P
r
e
p
a
r
e
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g

&
 
E
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
:
 
F
o
r
 
t
h
e
 
F
i
r
s
t
 
N
W
D
R
 
o
f

E
t
h
i
o
p
i
a

M
o
W
R
 
(
M
&
E
 
T
e
a
m
,
 
P
l
a
n
n
i
n
g

&
 
P
r
o
j
e
c
t
 
D
e
p
t
.
)

2
0
0
4
年
9
月

M
o
W
R
,

P
l
a
n
n
i
n
g
 
&

P
r
o
j
e
c
t

D
e
p
t
.
,
 
M
&
E

U
n
i
t

写
し

上
記
U
N
E
S
C
O
報
告
書
に
か

か
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
枠
組
み

1
0

W
a
t
e
r
 
S
e
c
t
o
r
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
a
n
d
 
E
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
s

M
o
W
R
 
(
M
&
E
 
T
e
a
m
,
 
P
l
a
n
n
i
n
g

&
 
P
r
o
j
e
c
t
 
D
e
p
t
.
)

M
o
W
R
,

P
l
a
n
n
i
n
g
 
&

P
r
o
j
e
c
t

D
e
p
t
.
,
 
M
&
E

U
n
i
t

写
し

ア
ム
ハ
ラ
語
版
で
記
載
さ

れ
る
年
間
水
分
野
報
告
書

に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
指
標
リ
ス
ト

（
か
な
り
詳
細
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
様

子
）
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ｴ
ﾁ

ｵ
ﾋ
ﾟｱ

国
地

下
水

開
発

・
水

供
給

訓
練

計
画

ﾌ
ｪ
ｰ

ｽ
ﾞI
I事

前
評

価
調

査
　

収
集

資
料

ﾘ
ｽ

ﾄ

番
号

文
献

名
発

行
機

関
発

行
年

月
入

手
先

オ
リ

ジ
ナ

ル
・

写
し

注
        

1
1

E
t
h
i
o
p
i
a
 
C
o
u
n
t
r
y
 
W
a
t
e
r
 
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
:
 
N
e
t
w
o
r
k
i
n
g
 
I
n

I
W
R
M
 
i
n
 
E
t
h
i
o
p
i
a
 
i
n
 
p
u
r
s
u
i
t
 
o
f
 
t
h
e
 
M
i
l
l
e
n
n
i
u
m

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
G
o
a
l
s

E
C
W
P

E
C
W
P

オ
リ
ジ
ナ
ル

1
9
9
6
年
に
結
成
さ
れ
た

G
l
o
b
a
l
 
W
a
t
e
r

P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
 
に
か
か
る

エ
国
内
水
供
給
関
連
組
織

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
料

1
2

W
a
t
e
r
A
i
d
 
C
o
u
n
t
r
y
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t

W
a
t
e
r
A
i
d

2
0
0
4
年
？

W
a
t
e
r
A
i
d

写
し

W
a
t
e
r
A
i
d
報
告
書
の
エ
国

部
分
抜
粋

1
3

W
a
t
e
r
A
i
d
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
料

W
a
t
e
r
A
i
d

W
a
t
e
r
A
i
d

オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
国
内
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ケ
ー
ス
（
維
持
管

理
、
自
立
発
展
性
、
ユ
ー

ザ
ー
フ
ィ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
配
慮
等
）

1
4

F
i
n
a
n
c
i
a
l
 
S
u
p
p
o
r
t
 
F
r
o
m
 
D
o
n
o
r
s
 
(
P
r
o
g
r
a
m
m
e
/
P
r
o
j
e
c
t

L
i
s
t

M
o
W
R
 
(
E
x
t
e
r
n
a
l
 
R
e
l
a
t
i
o
n

D
e
p
t
.
)

2
0
0
4
年
1
1
月

M
o
W
R

(
E
x
t
e
r
n
a
l

R
e
l
a
t
i
o
n

D
e
p
t
.
)

写
し

ド
ナ
ー
に
よ
る
支
援
リ
ス

ト

1
5

L
V
I
A
 
(
L
a
y
 
V
o
l
u
n
t
e
e
r
s
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
資
料

L
V
I
A
　
（
イ
タ
リ
ア
N
G
O
）

2
0
0
0
年

L
V
I
A

写
し

G
I
S
及
び
ﾘ
ﾓ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
に
て

行
っ
た
モ
ヤ
レ
地
区
の
資

源
評
価

1
6

S
A
S
A
K
A
W
A
 
A
F
R
I
C
A
 
A
S
S
O
C
I
A
T
I
O
N
 
A
N
N
U
A
L
 
R
E
P
O
R
T
 
F
O
R

2
0
0
2
-
2
0
0
3

S
A
S
A
K
A
W
A
 
A
F
R
I
C
A

A
S
S
O
C
I
A
T
I
O
N
(
日
本
N
G
O
)

2
0
0
3
年

S
A
S
A
K
A
W
A

A
F
R
I
C
A

A
S
S
O
C
I
A
T
I
O
N

オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る

活
動
報
告

1
7

P
o
n
d
s
 
f
i
l
l
e
d
 
w
i
t
h
 
c
h
a
l
l
e
n
g
e
s
 
 
W
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g
-

e
x
p
e
r
i
e
n
c
e
s
 
i
n
 
A
m
h
a
r
a
 
a
n
d
 
T
i
g
r
a
y

U
n
i
t
e
d
 
N
a
t
i
o
n
s
 
 
O
f
f
i
c
e

f
o
r
 
t
h
e
 
H
u
m
a
n
i
t
a
r
i
a
n
a

A
f
f
a
i
r
s
 
(
O
C
H
A
)

2
0
0
3
年
1
0
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

A
m
h
a
r
a
及
び
T
i
g
r
a
y
州
に

お
い
て
行
わ
れ
た
W
a
t
e
r

H
a
r
v
e
s
t
i
n
g
施
設
建
設
の

事
後
評
価

1
8

S
E
L
A
M

C
h
i
l
d
 
C
a
r
e
,
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
,
 
A
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

Y
e
a
r
 
B
o
o
k
 
2
0
0
4

S
E
L
A
M
 
t
e
c
h
n
i
c
a
l
 
a
n
d

V
o
c
a
t
i
o
n
a
l
 
C
e
n
t
e
r

2
0
0
4
年

S
E
L
A
M

t
e
c
h
n
i
c
a
l

a
n
d

V
o
c
a
t
i
o
n
a
l

C
e
n
t
e
r

オ
リ
ジ
ナ
ル

1
9

N
e
t
w
o
r
k
i
n
g
 
o
n
 
I
W
R
M
 
i
n
 
E
t
h
i
o
p
i
a
 
i
n
 
p
u
r
s
u
i
t
 
o
f
 
t
h
e

M
i
l
l
e
n
n
i
u
u
m
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
G
o
a
l
s

E
t
h
i
o
p
i
a
 
C
o
u
n
t
r
y
 
W
a
t
e
r

P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
 
(
E
C
W
P
)

E
C
W
P

オ
リ
ジ
ナ
ル
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ｴ
ﾁ

ｵ
ﾋ
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国
地

下
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開
発

・
水

供
給

訓
練

計
画

ﾌ
ｪ
ｰ

ｽ
ﾞI
I事

前
評

価
調

査
　

収
集

資
料

ﾘ
ｽ

ﾄ

番
号

文
献

名
発

行
機

関
発

行
年

月
入

手
先

オ
リ

ジ
ナ

ル
・

写
し

注
        

4
1

R
e
g
i
o
n
a
l
 
W
a
t
e
r
 
S
t
r
a
t
e
g
y
 
(
F
i
n
a
l
 
R
e
p
o
r
t
)

S
N
N
P
R
S
 
W
a
t
e
r
 
R
e
s
o
u
r
c
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
B
u
r
e
a
u

2
0
0
4
年
6
月

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

2
P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
S
u
r
v
e
y
 
o
f
 
G
r
o
u
n
d
w
a
t
e
r
 
P
o
t
e
n
t
i
a
l
 
o
f

S
N
N
P
R

S
N
N
P
R
S
 
W
a
t
e
r
 
R
e
s
o
u
r
c
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
B
u
r
e
a
u
 
(
b
y

c
o
n
s
u
l
t
a
n
t
)

2
0
0
4
年
5
月

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

3
S
N
N
P
R
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
:
 
C
a
p
a
c
i
t
y

A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
(
F
i
n
a
l
)

M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
W
a
t
e
r

R
e
s
o
u
r
c
e
s
 
(
W
o
r
l
d
 
B
a
n
k

s
u
p
p
o
r
t
e
d
,
 
b
y

c
o
n
s
u
l
t
a
n
t
)

2
0
0
4
年
？

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

4
S
N
N
P
R
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
a
n
d
 
S
a
n
i
t
a
t
i
o
n
:
 
U
r
b
a
n

I
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 
M
a
n
u
a
l
 
(
F
i
n
a
l
)

M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
W
a
t
e
r

R
e
s
o
u
r
c
e
s
 
(
W
o
r
l
d
 
B
a
n
k

s
u
p
p
o
r
t
e
d
,
 
b
y

c
o
n
s
u
l
t
a
n
t
)

2
0
0
4
年
？

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

5
W
e
l
l
 
C
o
m
p
l
e
t
i
o
n
 
R
e
p
o
r
t
 
f
o
r
 
S
h
a
l
l
o
w
 
W
e
l
l
s
 
D
r
i
l
l
e
d

i
n
 
H
a
d
a
k
a
 
Z
o
n
e
 
u
n
d
e
r
 
E
S
R
D
F
 
P
r
o
g
r
a
m

S
N
N
P
R
S
 
W
a
t
e
r
 
R
e
s
o
u
r
c
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
B
u
r
e
a
u
 
(
b
y

c
o
n
s
u
l
t
a
n
t
)

2
0
0
4
年
9
月

南
部
州
水
資
源

開
発
局

写
し

5
1

E
t
h
i
o
p
i
a
:
 
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
P
o
v
e
r
t
y

R
e
d
u
c
t
i
o
n
（
抜
粋
）

F
e
d
e
r
a
l
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

R
e
p
u
b
l
i
c
 
o
f
 
E
t
h
i
o
p
i
a
,

M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
F
i
n
a
n
c
e
 
a
n
d

E
c
o
n
o
m
i
c
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

2
0
0
2
年
7
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

未
コ
ピ
ー

2
E
t
h
i
o
p
i
a
:
 
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
P
o
v
e
r
t
y

R
e
d
u
c
t
i
o
n
 
（
S
D
P
R
S
P
）
:
 
I
n
t
e
r
i
m
 
A
n
n
u
a
l
 
P
r
o
g
r
e
s
s

R
e
p
o
s
t
 
(
2
0
0
3
/
0
4
)

E
t
h
i
o
p
i
a
:
 
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
P
o
v
e
r
t
y

R
e
d
u
c
t
i
o
n

2
0
0
4
年
9
月

3
M
i
l
l
e
n
i
u
m
s
　
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
G
o
a
l
s
 
R
e
p
o
r
t
:
 
C
h
a
l
l
e
n
g
e
s

a
n
d
 
P
r
o
s
p
e
c
t
s
 
f
o
r
 
E
t
h
i
o
p
i
a

M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
F
i
n
n
a
n
c
e
 
a
n
d

E
c
o
n
o
m
i
c
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

T
h
e
 
U
N
s
 
C
o
u
n
t
r
y
 
T
e
a
m

2
0
0
4
年
3
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

6
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
水
資
源
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

国
家

マ
ク

ロ
経

済
・

貧
困

削
減

戦
略
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ｴ
ﾁ

ｵ
ﾋ
ﾟｱ

国
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水

開
発
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水
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練

計
画

ﾌ
ｪ
ｰ

ｽ
ﾞI
I事

前
評

価
調

査
　

収
集

資
料

ﾘ
ｽ

ﾄ

番
号

文
献

名
発

行
機

関
発

行
年

月
入

手
先

オ
リ

ジ
ナ

ル
・

写
し

注
        

2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
訓
練
コ
ー
ス
評
価

用
文
書

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

3
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
：
地
下
水
開
発
・
水
供
給
訓
練
計
画
　
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
基
づ
く
評
価
と
展
望

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
0
2
年
6
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

4
I
m
p
a
c
t
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
a
n
d
 
T
r
a
i
n
i
n
g
 
N
e
e
d
s
 
S
u
r
v
e
y
 
o
n

G
r
o
u
n
d
w
a
t
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
W
a
t
e
r
 
S
u
p
p
l
y
 
T
r
a
i
n
i
n
g

P
r
o
j
e
c
t
 
-
S
u
m
m
a
r
y
-

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
0
4
年
1
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所

写
し

7
1

国
別
事
業
実
施
計
画

J
I
C
A
エ
チ
オ
ピ
ア
事
務
所

2
0
0
2
年

J
I
C
A
エ
チ
オ
ピ

ア
事
務
所

写
し

8
1

H
a
r
v
e
s
t
i
n
g
 
R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
i
n
 
S
e
m
i
-
a
r
i
d
 
A
f
r
i
c
a

M
a
n
u
a
l
 
N
o
.
2
 
S
m
a
l
l
 
E
a
r
t
h
 
D
a
m
 
b
u
i
l
t
 
b
y
 
A
n
i
m
a
l

T
r
a
c
t
i
o
n

S
I
D
A
'
s
 
R
e
g
i
o
n
a
l
 
S
o
i
l

C
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
U
n
i
t

1
9
9
5
年
2
月

農
業
・
地
方
開

発
省

写
し

R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g

に
関
す
る
工
法

2
H
a
r
v
e
s
t
i
n
g
 
R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
i
n
 
S
e
m
i
-
a
r
i
d
 
A
f
r
i
c
a

M
a
n
u
a
l
 
N
o
.
3
 
R
o
c
k
 
C
a
t
c
h
m
e
n
t
 
D
a
m
 
w
i
t
h
 
s
e
l
f
-
c
l
o
s
i
n
g

w
a
t
e
r
t
a
p

S
I
D
A
'
s
 
R
e
g
i
o
n
a
l
 
S
o
i
l

C
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
U
n
i
t

1
9
9
5
年
2
月

農
業
・
地
方
開

発
省

写
し

R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g

に
関
す
る
工
法

3
H
a
r
v
e
s
t
i
n
g
 
R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
i
n
 
S
e
m
i
-
a
r
i
d
 
A
f
r
i
c
a

M
a
n
u
a
l
 
N
o
.
4
 
s
h
a
l
l
o
w
 
W
e
l
l
s
 
w
i
t
h
 
B
u
c
k
e
t
l
i
f
t

S
I
D
A
'
s
 
R
e
g
i
o
n
a
l
 
S
o
i
l

C
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
U
n
i
t

1
9
9
5
年
2
月

農
業
・
地
方
開

発
省

写
し

R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g

に
関
す
る
工
法

4
M
a
n
a
g
i
n
g
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
R
e
s
o
u
r
c
e
s
 
t
o
 
e
n
a
b
l
e

t
r
n
a
s
i
o
n
s
 
t
o
 
m
o
r
e
 
s
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
l
i
v
e
l
i
h
o
o
d

T
r
a
n
i
n
g
 
m
a
n
u
l
a
s
 
o
n
 
w
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g
 
s
t
r
u
c
t
u
r
e
s

農
業
・
地
方
開
発
省
及
び

W
o
r
l
d
　
F
o
o
d
　
P
r
o
g
r
a
m

2
0
0
4
年
1
0
月

農
業
・
地
方
開

発
省

写
し

R
a
i
n
w
a
t
e
r
 
h
a
r
v
e
s
t
i
n
g

に
関
す
る
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
l
ﾙ

5
H
a
n
d
 
D
u
g
 
W
e
l
l
s
:
 
C
h
o
i
c
e
 
o
f
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
a
n
d

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
M
a
n
u
a
l

M
r
.
 
S
t
e
p
h
e
n
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６．面談者リスト

面談者リスト（敬称略）

Shiferaw Jarso (Minister)

Mesfin Tegene（Vice Minister)

Tefera Assefa (Head, Civil Services Reform Program Office) 

Getachew Abdi (Head, Water Supply & Sanitation Dept.)

Abera Mekonen (Chief Engineer)

Martha Solomon（Head, Policy Development Cooperation & External Relation Dept.)

Tesho Adugna (Policy Development Cooperation & External Relation Dept.)

Ashenafi Getachew (Team Leader, M&E Unit, Planning & Project Dept.)

Mekonen Luelseged (head, Reserch and development Coodination Dept.)

Engidashet Bunare (Team leader, Water Resource Administration)

Tamene Gosse (Team Leader, Water Quality and Sanitation Team)

2.　カリティ訓練センター

Markos Tefera（所長）

Abebe G. Hiwot (外部講師）

3.　南部諸民族州水資源開発局

Asfaw Dingamo (Bureau Head)

Jemal Resid (Vice Bureau Head)

Getachew Geleter（Head, Water Supply & Sanitation Dept.）

Kassu Eshete (Community Participation)

Meselech Tomene (Community Participation & Gender)

4.　JICA エチオピア事務所

斎藤　直樹　所長

井上　啓　所員

本間　穣　所員

5.　プロジェクト日本人専門家

丸尾　祐治（チーフ・アドバイザー）

石垣　滋樹（業務調整員）

佐川　光善（掘削機械整備技術）

鈴木　高志（掘削技術）

6． 在エチオピア日本大使館

泉 賢二郎 特命全権大使

石塚 広志 書記官

7.　南部諸民族州基本設計調査調査団

高橋 正也

西 真如　

1. 水資源省

Ketema Wondimagegnehu (Team Leader, Groundwater Investigation cum Technical and
Vocational Training program coordinator)
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8. ドナー、NGOs

Eskendir Alemseged (AfDBエチオピア事務所)

Yitbarek Tessema (世界銀行エチオピア事務所)

Hans Spruijt（Unicefエチオピア事務所）

Tekka Gebru （Unicefエチオピア事務所）

Lorenzo Martelli (EC代表部 エチオピア事務所)

Girma Hailu （UNDPエチオピア事務所）

間遠 登志郎 (笹川アフリカ協会)

Helen Pankhurst（WaterAid）

Kidanemariam Jembere（Ethiopia Country Water Partnership）

Italo Rizzi (Lay Volunteers International Association, イタリアNGO）

9. AWASSA Technical Vocational College

Esheto Mulugeta (Dean of the College)

Gedewon Teka (Head, Rural Water Supply & Sanitation Dept.)

Menok Tozera (Head, Small Scale Irrigation & Drainage Dept.

Deseleign M/Mariam (Head, Electro-mechanical Technology Dept.)

10. Oromiya Technical Vocational College

Shiferaw Negash(Dean of the College)

Yeshitila Kabte (Assistant Dean of the College)

11. Addis Ababa University 

Dr. Zelalen Hailu (Faculty of Technology)

Dr. Tenalem Ayenew (G&G)

Dr. Tamiru Alemayehu (G&G)

Dr. Dagnachew Legesse (G&G)

12. Ministry of Agriculture & Rural Development

13. FRG PROJECT

狩又　（長期専門家）

向井　史郎（短期専門家）

伊賀　啓文　（短期専門家）

田中　一彦　（短期専門家）

Lakew Desta (Team leader, Dept. of Water Harvesting, Small Scale Irrigation and
Rural Infrastructure
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７．聞き取り記録 

 

2004 年 11 月 12 日(金) 
１． 水資源省 Tefara 氏からの聞き取り記録 

 

水資源省: Mr. Tefara Assefa, Head of Civil Service Reform Office 

JICA 側: 今井職員、石垣業務調整員、吉田団員、河原団員 

 

JICA 調査団からの質問 

（１） Civil Service Reform Office 

• 当局は現在進行中の行政改革に伴い、新名称が設定された部署であり、職員の能力開発と行

政改革の両面を担当している。カリティ訓練センターはかつて訓練局の監督下にあったが 2 ヶ

月前に地方水供給部の監督下へ移動した。 

• Tefara 氏は現在でも TVT (Water Works and Technical Vocational Training College=通

称 Middle Level Technical Vocational College: 8 校=運営は州)並びにカリティ訓練センタ

ー両方を監督する、運営委員会 (Steering Committee)の議長を務めている。 

• 水資源省 の TVT の運営にかかる役割はアカデミック面のガイダンス、講師派遣、財政支援に

とどまり、TVT の実際の運営、訓練生の募集、卒後の配置などは全て州が管轄している。 

 

（２） フェーズ 1 についての評価 

• 成功を評価しているが、いまだに訓練需要は存在している。水資源省による需要評価は問題の

大きさ、またその問題解決のための目的解決に基づくものである（Objective oriented）。 

• プロジェクト開始後、2 つの大きな挑戦を成し遂げてきた。ひとつはセンターの組織作り、もうひと

つは組織育成と同時進行で訓練を実施してきたことであった。これには日本人専門家の貢献が

大きく、現場での技師で講師(教鞭)経験は無かったエチオピア人講師が育成された点でも大き

な成果があった。また訓練内容の選択の点で州の訓練ニーズと合致していたことも成功の理由

に挙げられる。 

 

（３） 水資源省の人材能力強化の優先順位等 

• 総論として議論するのでなく、地域・州にフォーカスし検証する必要がある(=州間による差があ

る)。 

• 政府の優先順位としては least developed つまり弱体な州の強化に優先順位をおいているた

め、たとえばオロミア州のように力のある州は（相対的に）優先順位が低い。ただし、弱体州は訓
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練へ送り出す人材も不足しており、州水資源局にはリグなどの機材も無い等、実施能力向上そ

れ自体が実施できないというジレンマを抱えているのが実態である。 

• 州内での訓練参加者の選出(たとえば郡等)は州が決定する事項である。 

 

（４） 訓練ニーズ：中級、アドバンスコースは必要か？対象を民間に拡大する必要性は？ 

• 最優先順位は初級者から中級者を対象にした(=ディプロマあるいは大学卒業生までのレベ

ル)O&M 分野にある。O&M という意味では民間業者も一翼を担うため、訓練が必要であるとい

える。 

• アドバンス・レベルの訓練を否定するわけではないが、第 2 位優先順位としてアドバンス(プラン

ナー、技術者、管理者)向けのショートコースをデマンドベースで付随的（＝supplementary）に

設けるのが望ましい。 

• 水資源省が作成したフェーズ 2 の提案書(要請書)は中級レベル、つまりテクニカル、オペレータ

ーレベルの育成を常設コースで行うことを強調している。このニーズの大きさは、現場での問題

が大きいことから発しており、その問題への対処という Objective oriented な考え方によるもの

である。すぐに効果が現れる訓練を望んでいる。 

• 過去 2 年間の F/U 期間に実施したトライアルコースは好評であったが、訓練の優先順位として

｢スキル向上｣を目指すプログラムあるいは新卒者や高卒者を対象とするベーシックな｢スキル習

得｣プログラムとするかは議論の分かれるところである。（Tefara 氏は「スキル習得」を重視？） 

 

（５） フェーズ 2 での水資源省による合同協議、運営体制などについて 

• 現在の運営委員会は関連部署のメンバーで構成されており、特に問題は無いと感じているが、

よい考えがあれば両者で協議し、改善へ前向きに考えていく。 

• 水資源省では組織改革の中で BPR （Business Process Reengineering）としてすでに意思

決定のコマンドは短縮化されてきており、今後は素早い決定がなされるように改革中である。 

 

（６） 水資源省の R&D 部門について 

• 現在、省内に R&D 調整局があり、4 人の職員が配置されデータ収集や R&D 機関との調整を

行っている。部局名が示すように、R&D そのものを実施する局ではない。 

• カリティ訓練センター内に研究部門を設置するという考えはあるが、省内でも最終決定はでてい

ない。また地下水技術にかかる研究部門だけをカリティに配置するかあるいはそれ以外の研究

分野も配置するかなどの案もあるものの決定はされていない。 
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2. Tefara 氏からのフェーズ 2 についての質問あるいは懸案事項 

 （１） 以前に丸尾リーダーから説明を受けたフェーズ 2 にかかる訓練コース・スケジュール

とその内容（注：氏が持っていた資料は最新ではない）の概要は把握しているが、詳細事

項については今後水資源省からその内容について質問を行っていく予定である。 

 

 （２）. 現在の懸案事項は、下記のとおり。 

１） 訓練のモダリティ：サイトでの短期の訓練が多いが、(井戸補修などは別として)サイトでの訓練

は経験やカリキュラムなどが蓄積されない問題が発生しやすい。（カリティ訓練センターベー

スの訓練での訓練を多くして）、センターでの訓練とサイトでの訓練の適切な組み合わせを考

慮してほしい。 

２） ほとんどすべての訓練が非常設コースであり、日本人専門家の長期派遣がほとんど無いため、

費用(たとえば渡航費)と時間の効率(訓練効果、水資源省側の要請文書作成・承認等）の点

で問題があるように思われる。むしろ、常設コースを設定し、長期専門家の派遣を要望する。

短期コースは随時的、補助的なコースとすることが望ましい。この理由は常設コースのメリット

として双方（供給（supply）側－受け(recipient)側）で能力強化や経験の蓄積ができることに

あるが、短期コースではそれは不可能である。 

３） エチオピア側の講師の長期の人材配置は省で前向きに検討する。 

 

11 月 15 日(月) 
 

１． 水資源省 Getachew 氏からの聞き取り記録 

 

水資源省: Mr. Getachew Abdi, Director, Water Supply & Sanitation 

JICA 側:吉田団員、河原団員 

 

JICA 調査団からの質問 

（１） プロジェクトの管轄部署の変更の経緯 

• 2004年9月に当局の管轄となった。水資源省の組織改革（BPR）の一環であるが、2つの理由

による。ひとつはプロジェクトに従事するマルコス訓練センター長、社会開発 C/P、機械技術者

は元来水供給局所属の職員であること、もうひとつは水供給に関連する事業を当局の

元にまとめることが望ましいからである。 
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（２） Rural Water Supply and Sanitation にかかる計画 

• 現在の農村部の給水普及率は 25％であるが 2015 年までに 71％とすることを目標としている。

この数値は MDGs（62％）より高い目標である。 

• 水資源省が適切技術とするのは例えば浅井戸の開発等のシンプルな技術の採択で、これを通

じて給水率を高める。たとえばヴェトナムではこの手法により給水率が上昇した。旧来の開発手

法にこだわると給水率を高めること、MDG を達成することは困難である。 

• 衛生についてはエ国は世界でも最低ランクの実績であり、農村部では 10% であるため野心的

な計画はない。MDGs の 54% を目指す。普及手法はシンプルな便器の設置と衛生教育（認

知）に重点を置く。 

 

（３） 水資源省の人材育成計画 

• National Water Supply and Sanitation M/P を抜粋した文献を紹介された（電子ファイルを

入手）。 

• 水分野の目標達成のためには、掘削技術者、地下水モデル技術者、水理技術者など、人数

（量）が大幅に不足しており、数の育成が重要である。また技術面でも現在の掘削成功率は

50％と低く、ティグレ州、ソマリ州、アファール州などではより低くなっている。訓練需要が非常に

大きく、短期で育成を行うためにアディスアベバ大学、あるいはマカレ大学の卒業生で優秀なも

のをTransmitter(peerなどへの技術伝授者) としてアディスアベバ訓練センターで育成すると

いったフォーカルセンターとしたい。 

• MDGs を達成するためには年間 5,000 井戸の掘削が必要である。1 リグで年間 10 本の掘削が

可能と試算しても（実際は故障時のスペアパーツ調達の時間など、稼動効率はより以上に悪い）

500台のリグが必要であるが、現在エ国で稼動しているリグは50台弱である。また掘削には500

人のチーフ技術者、400 人の掘削技術者、900 人以上の補助者、を要し、それらを監督する 90

人の掘削技術者が必要であるものの現在は 0 人という状況である。 

• 水資源省は人材訓練に関してアディスアベバ大学、アルバミンチ工科大学（ドイツ支援。現在は

院、博士課程レベルへの支援が中心）と MOU(覚書)を結んでいる。これらの大学の訓練は

JICA 支援による訓練センターでの内容が実践に重きを置いているのに比べて異なっている。 

• 現在 TVT(Middle Level Technical Vocational College)では年間 2,000 人の中級レベルの

人材を訓練している。卒後は全国に 511 ある Woreda(=sub-district)に配置される予定である

が、各 Woreda に 2-3 人の水理地質専門職員が必要である。育成して、配置を行うまでには 5

年かかる。 

• Woreda の水分野の技術職員 4 人の構成は灌漑、給水、電気機械等の予定である。エ国の食

料安全保障の重要性から、Woreda の水分野技術職員は農業分野技術職員（水域管理、農学、
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家畜飼育）と協働で農民を支援し、食料保障や農村開発を行う。同様に、水供給と農業分野の

協働で水域にかかるマスタープランも作成し農村開発に利用したいと考えている。 

• エ国には全国水理地質図が無く、エチオピア地質調査所が作成することになっているがその資

金がない。エ国の地質構造は複雑でありこれらの調査を行うためにも技術を備えた要員の育成

は必要である。 

 

（４） 訓練センターでの R&D 活動について 

• 高度技術のための研究ではなく実践や適用を目的とする研究を望む。 

 

（５） フェーズ 1 についての評価 

• 成功であった。特に州政府は喜んでいるが、訓練需要（量）は依然大きい。 

• 掘削は訓練内容がややベーシックすぎた面もあり、現場で発生する問題のほうが複雑であり対

処が困難、という場合がある。 

• フェーズ 1 評価については水資源省と日本側の合同評価が必要である。フェーズ 2 の内容をよ

りよいものとするために合同で現場の様子を把握、評価を行い、その実態把握と評価がフェー

ズ 2 の訓練内容や方法に統合されるべきである。 

• いまだフェーズ 2 の訓練内容の検討はエ側、日本側で「general sense」のレベルでしか話され

てきておらず両者間でそれほどの議論はされていない。拠って今後に訓練人数、内容の計画

の詳細を調整するための議論が必要である。また訓練需要量の大きさを考慮すると、いかに早

く知識を伝授できるかを考えなくてはいけない（前述の transmitter の育成、等）。 

• 基本的には短期コースよりも長期間（3 ヶ月－）の訓練を望む。 

 

（６） 水供給分野の他ドナーの動向 

• 水資源省では Planning & Projects Dept.がドナー支援の調整を行っている。 

• 水資源省は今後はすべてのドナー支援の水供給プロジェクトも世銀支援による「RWSSH」で作

成した実施ガイドラインに沿い実施する。 

• 世銀支援「RWSSH」10 月に開始された。11 月末までは準備フェーズである。本プログラムは

「デマンド・リスポンシブ・アプローチ」に基づく 3 つのステップで構成され、1）アウェアネスの創

出、2）訓練、3）施設建設から成る。 

１） ステップ１では村落水委員会の設置と（法的ステータスへの）届出が行われ地域での認識が

醸造され、銀行口座が開設され、Woreda が資格を付与された後に 

２） 能力強化訓練： 世銀によるローカルサービスプロバイダーの訓練と水資源省系機関（州）に

よる Woreda サポートグループの 2 種の訓練を行う。また訓練後に、提案書が作成され、 
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３） 井戸の建設（早い場所は 2005 年 1 月）、を行う流れである。 

• 本プロジェクトの施設部分に AfDB も支援をおこなう予定であるがその開始は 1 年後以降

（2005 年末）となろう。 

• UNICEF： 能力強化と維持管理を目的として、2004 年はリグとコンプレッサー夫々2 台を供与

（南部州、アファール州）した。 

• UNDP： 同じく能力強化を目的としており、政策・戦略・セクター開発プログラム策定支援を継

続して行っている。また全国版の井戸施設データベースの策定支援を行っている（現在未完

成）。データベースは保有する州もありそれを全国版に統合するもの。 

• UNICEF と UNDPの支援金額は両者で計3億円程度と比較的小さいが、有用な支援である。 

• EU は水供給支援を行う予定であるが詳細はいまだ決定されていない。 

• WaterAidはかつて重力給水施設建設を行ってきたが、現在は活動内容を拡大し、広く水供給

と衛生分野の支援を行ってきている。水資源省と MOU は結んでいないものの協力して事業を

行っている。この他英国系 NGOs も水供給分野での支援が多く、草の根から開始したモデルの

拡大を方法論としている。 

 

２． GIS に関しての聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Mr Wubeshed Demeke (Center Head) 

Mr Tsegaye Sebebe (GIS Team Leader) 

Water Resources information and Meta Data Base Center, 水資源省 

 

水セクター、環境に関わる GIS データベースに関する中心センター。センターの主な役割は河川流域、

湖、地下水などの水に関するデータベース作成、水環境の GIS データ作成、土地利用、土壌、地質など

の地図作成などである。また 2005 年からは水資源スタッフに対する年 4～５回の GIS、リモートセンシン

グコースの開催を予定している。 

 

面談者 

Mr Yohannes Debebe (Deputy General Manager) 

Information System Services、水資源省 
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「エ」国における ESRI の代理店でありソフトの販売を行うとともに GIS のコースを持っている。コースは

主にソフトを購入した政府機関へのものであるが、その他にも一般向けの GIS の基礎コースを持っている。

コース期間は約 3 週間程度とのこと。聞き取りの結果では「エ」国において一番使われている（購入されて

いる）GIS ソフトは ArcView 3.3 であり、次は ArcGIS 8.3 とのことであった。ArcView はエンドユーザー

向けのソフトであることから GIS のデータを作成するというよりはむしろ作成したデータを利用するのが主

体であると推測される。また、リモートセンシング・ソフトウエアーでは ESRI社のエルダスが有名であるが、

高額のため一部の大学や研究機関を除いてほとんど使われていないとのことであった。エルダス以外のリ

モートセンシングの解析ソフトとしてはいろいろあるが、大学などで使われている以外は一般ではあまり使

われていないということである。エ国のリモートセンシング分野は GIS 分野とは違いスタンダードソフトも確

立されておらず一般的に普及しているとは言えない。 

 

11 月 16 日（火） 
 

１． 水資源省での調査研究活動に関しての聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Mr Mekonen Luelseged  (Department Head) 

Research and Development Coordination Department、水資源省 

 

水供給・地下水分野での研究に関する調整業務をおこなっている。現在スタッフ数は 2 人だが将来 4

名に増やす予定。現在話しがあがっているプロジェクトは IAEA との同位体を使った研究活動、IWMI

（International Water Management Institute 国際水管理研究所）（南アフリカ）からの灌漑分野での

研究活動、EU からの水文分野での研究活動など。 

 

２． 井戸データベースに関しての聞き取り記録 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Mr Deksyos Tarekegn (局長) 

水文局（Hydrology Department）、水資源省 

 



 － 資料 130 －

水文局はデータプロセッシング、データ解析、水理地質、ワークショップ・ラボの４セクションで構成され

ている。特に河川を中心とした業務を行っておりスタッフ数は 90 人ほどいる（うち水理地質部門は 4 人）。

地下水関連のプロジェクトでは IAEA（国際原子力機関）の資金で USGS（アメリカ地質調査所）の協力を

受け EGS（エチオピア地質調査所）, アディスアベバ大学と共に ENGDA プロジェクト（Ethiopian 

National Groundwater Database project）を行っている。 

 

３． ｢エ｣国における地下水ポテンシャル調査に関しての聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Dr Mseret Tekeke Mariam (Hydrogeology, Engineering Geology & Geothermal Department 

Head)  

Mr Bayessa Asfaw (Hydrogeology Team Leader)  

Mr Sileshi Mano (Senior Hydrogeologist) エチオピア地質調査所  

 

EGRAP（Ethiopian Groundwater Resource Assessment project）を中心となっておこなっている。

現在はチェコより技術者を派遣してもらい(Aquatest, Prague, Czech Republic) 主にエチオピア東部

の乾燥地帯で地下水ポテンシャル調査を行っている。EGRAP 推進の為に NORAD（ノルウェー開発協

力庁）へ 41M ブルのプロポーザルを提出している（Development of Mapping and Assessment Tools 

for Sustainable Groundwater Management of Ethiopia）。結果は来年 1 月に判明する。 

 

11 月 24 日（水） 
 

１． 地下水分野の調査研究に関しての聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Dr. Tenalem Ayenew (教授、Professor of hydrogeology, Geology and Geophysics) 

Dr. Tamiru Alemayehu (教授、Professor of hydrogeology, Geology and Geophysics) 

アディスアベバ大学 
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現在、水理地質専門のコースとしては理学修士（MSc）コース（2 年間）がある。このコースでは地下水

モデルをはじめアドバンス的な科目も扱っており定員は 12 から 16 人である。大学ということでどうしても理

論重視と見られがちであるが、地下水モデルなどは実際のデータをつかった演習を行うなど実践的な内

容となるよう努力しているとのことであった。地方政府からも院生として何人かの上級スタッフがこのコース

を受けている。アディスアベバ大学が関わっている地下水プロジェクトはアディスアベバ地下水汚染状況

調査を UNEP の援助で水資源省、アディスアベバ上下水道局と共同で行っている。また、水資源省、

EGS と共に ENGDA プロジェクト（Ethiopian National Groundwater Database project）を行ってい

る。さらに「エ」国の地下水ポテンシャル評価の為のプロジェクト、EGRAP（Ethiopian Groundwater 

Resource Assessment project）を EGS（エチオピア地質調査所）と共に行っている。 

 

２． GIS 分野の調査研究に関しての聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 

Dr. Dagnachew Legesse (教授、Professor of Remote Sensing & GIS, Geology and Geophysics) 

 

大学の学生の為だけではなく広く一般を対象とした GIS の短期コース（３～５週間）を行っている。費用

は大体 3,000～5,000 ブルである。GIS ばかりではなくリモートセンシングについても希望があればコース

を運営していく予定である。リモートセンシングは現在のところは需要が余り無く、｢エ｣国ではポピュラーで

はない。 

 

３． AfDB 聞き取り記録 

 

JICA 側：河原団員 

 

面談者 

Mr. Eskendir Alemseged、アフリカ開発銀行（AfDB）エチオピア事務所（インフラ、水供給分野担当） 

 

（１） AfDB の支援方針 

• 事務所が設置された数年前から水供給分野への支援を開始した。 

• 現在まではハラール州都とその周辺地域を対象とした「ハラール（町名）水供給･衛生プロジェク

ト」によりプログラムアプローチで、都市給水（町レベル）を中心に支援してきた。 
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• 今後は本年開始の AfDB による全アフリカ大陸が対象の「地方給水･衛生イニシィアチブ」（参

照：2004 年 1 月“Concept Paper on Rural Water Supply and Sanitation Initiative”）に

基づき、給水分野の支援対象を地方（農村）部に移行する。 

• ハラール州案件を最後に都市を対象とする給水支援は行わない（一方、世銀は水供給分野で

は農村部・都市部（町レベル）両域への支援を行う予定である。）。 

• 上記イニシィアチブによる介入ではそれぞれの国の分野の進捗状況によって支援内容は異な

る。エ国ではさまざまなドナーの支援により管理のためのツール、たとえば水分野の国家政策･

戦略（UNDP 支援）、マスタープラン（オランダ支援）、モニタリング･評価マニュアルさらに州別

のプログラム実施マニュアル（世銀支援）等が策定済みであるため（政策策定ではなく）水資源

省のプログラム「Water Supply，Sanitation and Hygiene」の実施への支援を行う予定であ

る。 

• AfDB の上記イニシィアチブでは効果の発現を早めるにはどのようにしたら良いか、との検討に

基づき、「Fast Track Approach」として、以下のアプローチと方針を採っている。 

１） 被支援国が有するプログラムと枠組を用いる。 

２） 当該国の調達方法をなるべく尊重し、AfDB の事前審査が必要な対象額を低減し、その替わ

りとしてリスク回避のための事後評価（post review system）の徹底を行う。 

３） 「Post Review System」：国際入札を除いて、支出が100,000米ドル以下の場合、水資源省

は AfDB による支援資金の支出の事前の承認・審査を受ける必要はなく、水資源省は支出

への判断・裁量を持つ。ただし、100,000 米ドル以上の場合、従来どおりに AfDB からの事前

承認・審査が必要とされる。半期毎の技術審査（Technical Audit）および年 1 回の本監査

(監査事務所による)を実施することとし、リスク回避を担保する。 

 

（２） AfDB による支援内容（案） 

• 上述のとおり州・郡レベルで実施される「水供給･衛生プログラム（Water Supply and 

Sanitation & Hygiene Program）」を資金面で支援する。この対象は全国であり、水資源省

の判断で公平性を鑑みた分配 を行うため AfDB からは特定地域の指定は行わない。プログラ

ムにあるとおり、優先事項は第１に郡（Woreda）の能力向上、その次に州の能力向上である。 

• エ国 Federation Council (連邦委員会)が毎年、Equity（公平性）と行政サービス供給の優先

順位に係る調査を実施している。 

• 11 月に Pre-appraisal Mission による現地調査が実施された。同報告は現時点では完成して

いない。新規の支援は 2005-2007 年の 3 年間で約 60 百万米ドル（＝約 62 億円）を予定して

いる。詳細は、事前評価調査団が作成する報告、さらに 2005 年 6 月以降の理事会での決定次

第である。 
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• 理事会の承認後にエ国政府との文書の正式な交換されることになるが開始時期はエ国の水資

源省内、さらに議会の承認過程の効率、つまり意思決定と事務処理の進捗次第である。最も早

い場合は 2006 年初頭からの実施となる。 

 

11 月 25 日(木) 
 

１． 世界銀行聞き取り記録  

 

JICA 側：河原団員 

 

面談者 

Mr. Yitbarek Tessema、水供給分野担当官、世界銀行エチオピア事務所 

 

（１） 世界銀行の支援方針 

• 従来は 1）能力強化、2）小都市（町）給水の改善：11 町への支援。また 25 Woreda を対象に「コ

ミュニティと農村部の水供給･衛生」デモンストレーションプロジェクトを実施してきた。Woreda へ

の支援を優先事項としていた。 

• 今後は政府プログラムである「WSSH」の資金と技術支援を行う。農村部のみならず都市給水

支援も行う。アプローチは以下のとおり。 

１） 政府の方針である「地方分権化」支援 

２） プログラム・アプローチ（=今後はプロジェクト・アプローチは採らない。） 

３） デマンドに基づいた（= Demand Driven）Woreda への支援。つまり Woreda の作成による

提案書作成に基づき「必要に呼応する」支援を行う。以上から、プログラム対象地は州が提案

書の要件を満たす郡を選択、さらに郡は提案書の要件を満たすコミュニティを選択することと

し、施設建設地の選定には世銀は介入しない（エ国 Federation Council (連邦委員会)によ

り毎年、行政サービス供給の優先順位策定などのための Equity（公平性）計算式の検討が

行われている。）。 

４） 水供給と衛生改善の統合の重視 

• エ国にある 9 州の場合、南部諸民族州、アムハラ州、ティグレ州、オロミア州は開発が進んだ状

況にある。一方、ソマリ州、アファール州は乾燥地、遊牧民の住む地域であり社会経済、気候条

件が異なり、コミュニティには特別のニーズがあり、配慮が必要な州である。前者と後者は水資

源開発、水供給分野の開発アプローチとして互いに互換･適用が可能な事項がない。世界銀行
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は現在コンサルタントを雇用し、水資源省とともに手掘り井戸（Hand Dug Wells） が適する地

域、また遊牧民のコミュニティへの 2 種の異なる戦略の策定のための調査を実施中である。 

• （UNDP は水供給分野で政策策定支援を行ってきたが）、世銀はより実施に近い戦略の策定を

支援してきた。エ国では支援する地域についてはドナー間のデマケは行われてこなかったが、

それぞれのドナーの利益や関心に基づき支援地域を決定してきた経緯がある。 

• JICA が限られた資源による効果の最大化のためにプロジェクト・アプローチでなく、プログラム

支援と調和化を採用することを望む。 

 

（２） 世界銀行による支援内容 

 

• 2004 年 11 月末開始であり、2009 年終了予定。予算は約 116 百万米ドル（＝約 119.4 億円、

為替レート：1 米ドル=102.92 円（2004 年 12 月 1 日））。うち 75％は融資、25％は無償となる。

全プロジェクト予算の 10％（=11.6 百万米ドル）相当はエ国側による提供。 

• Woreda（郡事務所）強化の技術支援として、都市給水・農村部給水それぞれに中央レベル（国

際コンサルタント：3 名）、州･郡レベル（エチオピア人コンサルタント：3 名）支援のコンサルタント

を雇用する。 

• 農村部での支援はコミュニティによる自立性確保を核とする。Woreda の能力強化は Woreda 

Water Desk による公的サービス供給の強化だけを意味するのではない。Woreda の能力拡大

とは、Woreda 以下のコミュニティで給水施設の持続性確保されることであり、それには運営管

理のみならず、維持管理の点は地域で修理サービスが受けられる環境・状況を創出することが

望ましい。このために、現在その能力が不十分な水準であると思われるローカル・サービス･プロ

バイダーの組織化や能力強化を通じ対コミュニティに供給が可能なサービスの多様化

（skill-mix）を支援し、彼らにとっての市場を創出する、またコミュニティによるローカル・サービ

ス･プロバイダーへのサービス対価の確保ができる体制など、地域のリソースの構築を行う。 

 

２． 水資源省での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

水質及び衛生課リーダー Mr. Ato Tamane GOSSE、水資源省 

 

村落給水で過去に実施した浄水及び消毒関連は次のものがある。 
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• 家屋レベルの砂ろ過施設（パイロットプロジェクトとして） 

• コミュニテティレベルの浅井戸の消毒 

• 除フッ素施設（アディスアベバ大学に調査研究委託したパイロットプロジェクトとして） 

 

３． UNICEF での聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員、河原団員、原田団員 

 

面談者 

Mr.Hans Spruijt、Mr.Tekka Gebru UNICEF エチオピア事務所 

 

（１） エチオピアにおける UNICEF の水分野への協力の歴史 

• JICA が支援している地下水トレーニングセンターの設立以前、UNICEF はアルバミンチ大学

に支援、現在は撤退。 

• 地方分権化前、約 10 台の掘削リグ調達の支援 

• ハンドポンプ製造への支援 

• 旱魃被害に再度の掘削リグ調達の支援（ティグレ州、アムハラ州、南部諸民族州、ベンシャンガ

ル州、アファール州、ソマリ州） 

• 地元水道施設職人への支援（検討中） 

 

（２）井戸建設クルーへの啓蒙教育の必要性 

ａ）UNICEF の水道水源選定の基準 

基本的に Low-cost の施設を目指しており、安価な順に以下の通り。 

・ 湧水 

・ 手掘り浅井戸 

・ 機械掘り浅井戸 

・ 深井戸（水中ポンプ併用） 

 

３． LVIA（イタリア NGO）での聞き取り記録 

 

JICA 側：調査団：吉田団員、原田団員 
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面談者 

Mr.Italo Rizzi（LIVIA エチオピア代表） 

 

① エチオピアにおける LVIA の活動 

• 主として村落水道及び衛生計画の実施を 35 年前より実施 

② 水源選定の基準 

• 地域の特性にあわせて決定 

• オロミア州の風車による揚水方式は、アディスアベバ大学の調査に基づいて実施。 

③ 水道施設には除フッ素施設の普及も行っている。 

④ 村落給水の規模は中規模なコミュニティも行っている。 

 

11 月 26 日(金) 
 

１． EC での 聞き取り記録 

 

JCA 側：河原団員 

 

面談者 

Mr. Lorenzo Martell、インフラ・給水分野分野担当官、EC/EU 代表部エチオピア事務所 

 

（１） EC の支援方針 

• 現在、欧州共同体（以下 EC）は水資源開発分野の支援の予算として、EC 基金第 8 次支出の

残余金と第 9次支出（2002-07 年：予算は水資源開発分野全体で 25 百万ユーロ（=34.2 億円、

為替レート：1 ユーロ=136.77 円（2004 年 12 月 1 日））を併せて利用している。 

• 現在までの EC によるインフラ整備支援は道路（例：ジブチ-エチオピアルート）が中心であった。 

• 現在までの支援内容は、都市への給排水分野を対象であり、特にアディスアベバ近郊 

(Ghefersa) のダムと浄水場の整備並びにアディスアベバ市上下水公社（Addis Ababa 

Water and Sewage Authority）への無償資金提供と技術支援を行ってきた（アディスアベバ

北西部地域の市民への水供給源である Ghefersa ダムの建設･整備支援を元来イタリアが行っ

てきた。）。 

• また貧困層を対象とするコミュニティ給水プログラムも支援してきており、その内容は給水に加え

て、トイレやキッチン整備等の衛生改善やパイプライン等の資材提供にわたっている。コミュニテ
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ィ給水プログラムの予算は約 2.5 百万ユーロ（＝約 3.4 億円）で、そのうちの 1.5 百万ユーロは

支出済みである。 

 

（２） EC による支援内容 

• 今後は、エ国を含む全アフリカ諸国、太平洋沿岸諸国、カリブ海諸国を対象として、他支援機

関との援助協調を促進しながら支援を行う「Co-financing Water and Sanitation Actions」

（全体予算：400 百万ユーロ（=約 547 億円））を実施する予定である。 

• これには都市給水だけでなく地方部（農村部）の給水整備への無償支援が含まれている。エ国

については、2004 年 12 月現在、周辺国も含んだ給水計画についての提案書を公募中であり、

2005 年 7 月頃の開始を計画している。 

 

２． TVT (Technical Vocational Training College)での聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員、原田団員 

 

アディスアベバより 115km ほどのところにある Wolso Technical Training College（オロミア州）を訪問。 

 

面談者 

Mr. Shiferaw Negash (Dean) 

Mr. Yeshitila Kabte (Assistant dean)、 Wolso Technical Training College 

 

カレッジは 17 年前に教育省、ソ連によって設立された。現在はオロミア州政府と教育省により運営され

ている。水資源省がサポートしているのは全 13 コースのうち 3 コース、Rural Water Supply and 

Sanitation Technician コース、Small Scale Irrigation and Drainage Technician コース、

Electro-mechanics コースである。これらのコースは 3 年課程であり卒業後は郡事務所の技術者として働

くことになる。またこれら 3 コースの生徒数は 382 人である。問題点としては教師の質（プラクティカルな面

での経験不足）、資器材の不足などがある。 

 

３． WaterAid での聞き取り記録  

 

JICA 側：原田団員、河原団員 

 

面談者 
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Dr. Helen Pankhurst、WaterAid エチオピア事務所代表 

 

（１） WaterAid の支援方針 

• エ国の水資源開発･水供給分野で十年間の活動経験を持つ。設立当初は水資源省による重力

式による水源開発への支援を中心としていた。水分野の NGO としてはほぼ最大級の活動範囲

を持つ。 

• WaterAid の経験からエ国の給水事業開発では、その維持管理の容易さ、修繕に地域のサー

ビス提供者を雇用することが可能なことから、重力式が一番持続可能性の点で有効であると考

えている。 

• 近年は活動範囲と対象を拡大し、主に国内 NGO を活用（連携）したコミュニティでの給水･保健

衛生にコミュニティ開発を通じた自立発展性の確保、ジェンダーや貧困層への配慮等の社会的

なインパクトを重視した支援アプローチを採っている。また政策提言等も積極的に行ってきてい

る。 

• コミュニティでの給水施設建設と運営維持管理に伴う社会的問題は、女性や貧困層がますます

周縁化される立場に追い込まれる場合があることである。また水利用にかかるコミュニティ内の

紛争も多発している。JICA プロジェクトでもコミュニティへの訓練の場合は、RRA や PCM 手法

などの調査・計画策定手法伝授だけではなく、貧困者への補助金など後調整スキルあるいは水

利用に関するコミュニティでの紛争仲裁にかかるスキル開発などの訓練が重要である。 

 

（２） WaterAid の支援内容 

• 殆どの州でコミュニティベースのプロジェクトを展開している。 

• オロミア州では Water Action（ローカル NGO）による人口七千人のコミュニティへの水供給プ

ロジェクト 

• ベニシャングール州では低コストで簡易な適正技術の普及 

• 南部諸民族州ブタジラ地区では日本の草の根無償資金協力による衛生改善活動 

 

11 月 30 日（火） 
  

WWDSE (Water Works Design & Supervision Enterprise)での聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

面談者 
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Mr. Mekonnen Ahmed (Manager, Water Resources Studies and Investigation Dep, Water 

Works Design & Supervision Enterprise) 

Mr. Engda Zemedagegehu (Head, Hydrogeology & Geo-technical investigation Division, 

Water Works Design & Supervision Enterprise) 

 

以前は水資源省に属していたが、現在は独立組織（公社）となっている。水資源省は監査するのみ。本

エンタープライズは①デザイン、②フィジビリティスタディ、③コントラクトアドミ・建設スーパービジョン、④

プランニング、⑤アドミ・ファイナンスからなり水資源はフィジビリティスタディ局に属する。水資源部の下部

組織として Hydrogeology & Geotechnics Division があり地下水関係の調査はここで行われている。 

「エ」国における地下水調査の問題としては複雑な地質条件の為地下水の賦存状態が多様である。地

下水探査のための物理探査を行っても、ある地域では比抵抗探査などでは帯水層を特定できない。また

地下水モニタリングのシステムがなく現在の地下水状況を把握できない。 

 
12 月 1 日（水） 
 

１． 都市給水施設視察（オロミア州）と聞き取り記録 

 

JICA 側：吉田団員 

 

オロミア州のダブラゼ、モジョの 2 都市の TWS（Town Water Supply）サービス事務所を訪問し所長

から聞き取りを行い、その後それぞれの町の給水施設を視察した。 

 

（１） ダブラゼ TWS サービス事務所 

Mr. Toshoomaa Lammaa Badhaadaa 所長へのインタビュー 

 

ダブラゼの人口は 120,000 人ほどあり、「エ」国の都市分類では大（ラージ）と位置づけられる。以前

は財政面では地方政府に依存していたが、現在は Water Board コミティを組織し財政的に独立した

事業体として運営を行っている。しかし施設の維持管理など技術的な面では地方政府に依存している。

現在は 9,500 世帯、41 箇所の公共水栓に給水している。事務所のスタッフ全員で 87 人ほどいる。給

水水源は地下水のみであり 6 本の深井戸より 60L/sec の揚水を行っている。給水施設の建設は ADB

のローンでドイツのコンサル、建設業者により 1986 年に行われた。一番の問題は技術者の不足であり、

電気保守修理が行える技術者は一人しかいない。 
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（２） モジョ TWS サービス事務所 

Mr. Difar Waldeo 所長へのインタビュー 

 

モジョの人口は 45,000 人であり都市分類では中都市と位置づけられる。この町も財政的には独立し

ており、2,500 世帯と 17 の公共水栓へ給水している。昨年度の水道料金等からの収入は 683,000 ブ

ルであり、一方支出は 568,000 ブルほどであった。この町もまた給水水源としては地下水のみであり 4

本の深井戸より毎秒 15L の地下水を汲み上げている。 

 

２． 南部諸民族州 RWB（Regional Water Bureau）での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

Mr.Getachew Geleter（Head, Water Supply & Sanitation Dept.） 

 

① 2003 年にデモンストレーションしたロープポンプの結果、設置に問題があったらしく、今後、改修

が必要と思われる。 基本的にロープポンプはコミュニティレベルの施設としては、ちょうど良い施

設と思われる。 

② 南部諸民族州における村落給水は基本的に Low-Cost Technology による水道施設建設を目指

しており、住民が独自で修理が可能な施設を考えている。 

③ 調査研究活動では、風車、ソラー等も検討し、その結果、最も適応した施設を標準施設としたい。 

 

３． 南部諸民族州職業訓練学校（Awassa Technical Vocational College）での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

Mr. Esheto MULUGETA（学部長）Mr. Gedewon TEKA（村落給水・衛生主任） 

Mr. Menok TEFERA（小規模灌漑主任）Mr. Desaleign MARIAM（電気機械主任） 

 

① 水資源省関連は電気機械、村落給水・衛生、小規模灌漑を教えている。 
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② 基本的な授業方針では、理論を 30％、実践を 70％としているが、実際は理論しか教えられない。

現在、次の希望を要請している。 

・ トレーナーを対象としたワークショップ（講習会） 

・ 実験室（水質試験、土質試験、水理実験） 

・ 現場実習用車輌 

 
12 月 2 日（木） 
 

１．水資源省での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

Mr. Ketema Wondimagegnehu（職業訓練学校調整担当） 

Mr. Tamene Gosse（水質及び衛生担当） 

Mr. Mekonen Luelseged（調査研究調整担当）水資源省 

 

（１） 職業訓練大学関連 

• 各州からの要望は聞いており、教師の継続教育に関しては、長期と短期の研修を考えており、

長期は国内外での研修、短期はトレーニングセンター等を考えている。 

• 各要望に応えて、 職業訓練大学用の予算は 1 年次 7 百万ブル、2 年次 1 千万ブル、3 年次 1

千 5 十万ブルと増加している。 

 

（２） 水質及び衛生関連 

• 水の消毒方法の調査研究に関し、家屋レベルはまだ行われていない。 

• 除フッ素に関しては、前回話したようにパイロットプロジェクトが行われているが、スラッジの処理

（捨て場として）に注意を払う必要がある。 

 

（３） 調査研究調整担当 

• 現時点で調査研究活動を行っている行政機関はアディスアベバ大学、メケレ大学、アレマヤ大

学、アルバミンチ大学、農業調査研究センターが挙げられる。 

• 灌漑分野における、農業省と水資源省のデマケは、200ha 以上の灌漑を水資源省、200ha 以

下を農業省が管轄。 
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２． エチオピア気象庁広報局での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

各地にある観測所には次の 3 種類に分類される。 

• Principle Station（降雨、気温、湿度、風力・風向、日照時間が観測可能） 

• Ordinary Station（降雨、気温が観測可能） 

• Precipitation Station（降雨のみ観測可能） 

 

南部諸民族州ブタジラ地区は Ordinary Station がある。 

 

３． SELAM職業訓練学校での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

Mr. Solomon NAGASH（SELAM 職業訓練学校副社長） 

 

① SELAM 職業訓練学校では Low-Cost Technology による水道施設を製作、展示、販売している。

過去、アムハラ州並びにオロミア州にペダル式ポンプを販売した。 

② 基本的に住民独自が施設を設置し、特に学校側から設置指導は行っていない。 

③ その後、施設見学。 

 

４． UNDP での聞き取り記録 

 

JICA 側：河原団員 

 

面談者 

Mr. Girma Hailu（UNIDP エチオピア事務所副所長他） 
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（１） UNDP の支援方針・支援内容 

• Unicef 同様、支援金額は大きくないが、長期・継続的支援を行ってきており、水資源省からの

認知は高い。 

• 国連開発計画（UNDP）は分野リーディングドナーとして、政策策定支援とキャパシティビルディ

ングの中心的存在である。現在は分野ドナー間の定期月例会議の議長を務めている。 

• 2002-06 年にわたる 5 年間の第 2 次 Country Cooperation Framework（全体予算：47 百万

米ドル（約 48.4 億円））に基づき、主に政策策定への支援を行ってきている。現在は「Water 

Resources Development and Utilization Program」（予算：5 百万米ドル(約 5 億円)）並び

に十ヶ国間のナイル河流域プログラムである「Nile Basin Office Development Program」を

実施中である。前者では策定した国家戦略等の政策を有効に実施するための Woreda レベル、

コミュニティグループの水資源開発とその管理運営の能力強化、水開発関連機関の能力強化、

雨水利用や女性と子供の労働の軽減のための技術開発などの活動を支援している。 

 
12 月 6 日（月） 

 

アディスアベバ大学での聞き取り記録 

 

JICA 側：原田団員 

 

面談者 

Mr. Esheto MULUGETA（アディスアベバ大学科学技術部、調査研究担当責任者） 

 

① アディスアベバ大学において調査研究活動を行っている部は次のとおり。 

• Political Science & International Relation 

• Department of Geology 

• Water Research Center 

② Water Research Center では総合的水利用と水資源等に関する調査を行っている。 

③ アディスアベバ大学に調査研究を委託するばあい、基本的に直接経費（日当、宿泊費を含む）の

みで、人件費等は必要ない。 
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８．ワークショップ記録 

河原里恵（KMC Inc.） 

 

南部諸民族州におけるワークショップ概要 報告 

 

日時：2004 年 11 月 9 日: 9 時 30 分－18：00 時 

参加者：州水資源局 4名、郡（Zone）4 名、Woreda 22 名、プロジェクト日本人専門家（丸尾リ

ーダー、石垣調整員）2 名、JICA 評価調査団（吉田団員、河原:ファシリテーター）2名 

会場：Awasa, Wabe Shable Hotel No. 1 会議室 

＊＊＊＊ 

1． 進行と議論の結果（参照：添付１ SNNPR Workshop Program） 

1）全体での議論 

i)  問題の確認、問題解決及び外部条件（リスク要因）： 

• 問題の抽出にあたり、参加者に PCM カードに記述してもらう形で自由に問題の指摘を

してもらった。問題抽出の前には水供給分野にはどのような利害関係者がいるか、とい

うステークホルダー分析的な質問を行った。質問への参加者の反応は早く、詳細な関係

者分析などは別途に行わずに問題の抽出に移ることができた。 

• 問題抽出の議論も、全体での議論によるコア問題の抽出（5 つのコア問題の選択）→グ

ループ分けを行い、それぞれの振り当てられたコア問題の分析（その理由と結果）およ

びそれぞれの発表と進め、結果的には PCM 手法での問題分析と同様の形式となった。

（参照：添付 2 SNNPR WS Problem Analysis）。抽出されたコア問題は以下のとおり。 

 

コア問題 

１） 人材のスキル（質）と人数の不足 

２） 組織構成：Woreda では水デスクが農村開発部の傘下にあるため、優先順位が農業

開発にくらべて低い。 

３） 社会、アウェアネス、水管理委員会の弱体 

４） 技術、管理のテクニカル面での制約(例、水源が深く、掘削が不可能、土地(土壌)

管理問題、Woreda Water Desk の管理問題 

５） 井戸などの水源の維持管理 

６） 資源の制約→Core Problems には選択せず 

７） 資金不足→農村での水供給カバー率の低さ：すべての問題に関連する包括的な問

題なので Core Problems には選択せず。 
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ii)  問題の解決方法、解決の条件、必要な資源（すでにある資源の活用が前提）、また外部

条件（リスク要因） 

• 問題に関する解決手段、その条件、リスクなどについて継続してグループでの議論･と

りまとめを行い、その後に発表を実施した。（参照：添付 3  SNNPR WS Problem 

Solving）。 

 

2．ファシリテーターとしての所感 

• ワークショップ開始前はWoredaスタッフが集まって問題の分析を行うことははじめて

と聞いており、またエチオピアの社会慣習として地位や事務所の上下関係などが議論の

盛り上がりに支障となり、参加者が自由に意見を話さないのではないか、現場の問題を

伝得られるような意見の交換がなされるか、との危惧があった。 

• しかし（WS 事前に州事務所のスタッフと内容や進行手順について、調整をおこなった

こともあり）、WS では参加者からは自由な意見が提出され、時には反論も交わされる

など活発な意見交換がなされた。またいわゆる参加型計画手法を用いた WS について、

参加者の反応や理解も早く、抵抗は無かった様子に見受けられた。 

• 州水資源局の話では、UNICEF あるいは JICA により参加型計画 WS についてもすで

に訓練が行われてきており、州スタッフの 2－3 人は WS モデレーションや進行につい

ても知識とノウハウを持ち合わせていることがわかった。 

 

3．ワークショップの評価（ファシリテーターが閉会時に参加者に対しアンケート調査を行い、

感想を求めた） 

� おおむね良好、との反応であった。良かった点としては参加型で問題分析を行った

こと（問題解決は段階的なものでこのような WS 開催で議論を重ねることが必要、

WS 支援も続けてほしい、との意見）、反省点としては時間が短すぎる（1 日では議論

が収束できない）などの指摘が代表的なものであった。（参照：添付 4 SNNPR WS 評価） 

 

添付資料： 

1． SNNPR Workshop Program（進行次第） 

2． SNNPR WS Problem Analysis（問題分析結果） 

3． SNNPR WS Problem Solving (解決方法、リスクの検討) 

4． SNNPR WS 評価 



添付 1 
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Workshop on “Groundwater Development and Water Supply Training Project 
(GDWSTP) Phase 2” in Awassa, SNNPR 

 
Date: November 9th, 2004, AM 9:00 AM to PM 17:40 
Venue: Wabe Shable Hotel No.1, Conference Room  
 

Program  
 
AM  
AM 8:30- 9:00 Registration 

AM 9:00- 9:10 Opening remark (by representative of Regional Water Resources Development Bureau)  

AM 9:10- 9:25 Self-introduction of Participants 

AM 9:25- 9:45 Brief explanations on the purpose of the Workshop and ways to proceed with the Workshop 

AM 9:45-10:45 Explanations on the Project Phase 2 by Dr Maruo, Chief-advisor of GDWSTP  

AM 10:45-11:00 Tea Break 

AM 11:00-11:30 Identification of problems on Rural Water Supply (Woreda and Zone Specific) and selecting 

priority problems/topics  

AM 11:30-11:40 Grouping of the participants  

AM 11:40-12:30 Group exercise to identify/confirm problems, needs and desirable situations on Rural Water 

Supply (facilitated by facilitator) 

 

PM 12:30-14:00 Lunch Break 

 

PM  
PM 14:00-14:20 Continued exercise to identify problems, needs and desirable situations on Rural Water Supply 

in SNNPR and the Country (facilitated by facilitator) 

PM 14:20-15:10 Presentation by the group 

PM 15:10-16:10 Group exercise on ways of solving the problems regarding Rural Water Supply (facilitated by 

facilitator) 

PM 16:10-16:25 Tea Break 

PM 16:25-17:10 Presentations by the groups 

PM 17:10-17:25 Overall review of the Workshop results (by facilitator) 

PM 17:25-17:40 Closing Remark (by representative of Regional Water Resources Development Bureau and Dr 

Maruo, Chief-advisor)  
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SNNPR ワークシップの評価とりまとめ 

簡易調査票によるアンケート調査の結果による:返答 20 名 

 

1. ワークショップ内容の有効性 

（Usefulness of the workshop; Do you think the Workshop was useful to identify the 

problems/needs? ） 

大変良い（Very good） ：14 名 

良い（Good） ：3名 

普通（Average） ：3 名 

良くない（Poor） ：0名 

非常に良くない（Very Poor） ：0 名 

 

2. ワークショップの構成・進行 

（Organization of the Workshop: Do you think the program of the Workshop is good ? ） 

大変良い（Very good） ：11 名 

良い（Good） ：9名 

普通（Average） ：0 名 

良くない（Poor） ：0名 

非常に良くない（Very Poor） ：0 名 

 

3. ワークショップの内容の適切性 

（Contents of the Workshop: Do you think the content of the Workshop is appropriate? ） 

大変良い（Very good） ：10 名 

良い（Good） ：9名 

普通（Average） ：0 名 

良くない（Poor） ：1名 

非常に良くない（Very Poor） ：0 名 

 

4. ワークショップについてのコメント・感想 

（Please give your comments or critic for betterment of the Workshop in future if any 

on the Workshop.  What are good points and not good points? ） 

 

• このような形式のワークショップを今後も開催して欲しい。（２名） 

• 参加型ワークショップであり良かった。（５名） 

• 問題分析のみならず解決手段についての議論を行ったことが特に良かった。（５名） 

• 現在起こっている問題の核心をついた議論となった。（３名） 

• 議論、意見交換のためには 1日のワークショップでは時間が短い。（９名） 

• 意思決定者も参加することが必要である。（１名） 

• 問題解決には時間がかかるが意見交換が必要であるため、今後もこのようなワークシ

ョップを JICA は継続して支援して欲しい。（１名） 
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９．調査研究資料 

 

地下水賦存調査特記仕様書（案） 
 

1. 既存関連データ、資料等の収集 

調査対象地域に関連する自然条件に関連する資料を入手、整理、解析し、以下の事項を中心に

概略を把握する。 

• 地形地質、水理地質図 

• 衛生画像解析 

• 航空写真/航空写真判読 

• 気象・水文データ 

 

2. データの解析 

2.1 衛生画像解析 

プロジェクト側が貸与する衛生画像の画像解析を行ない、対象地域の地形、地質、地質構造、

水系特性（特に湧水）、植生、土地利用等をマクロ的に把握する。 

 

2.2 航空写真判読 

衛生画像解析の結果に基づき、さら詳細な地形、地質構造を航空写真により判読し、水理地

質図作成のための基礎資料を作成する。 

 

2.3 水文・気象データ解析 

既存の水文気象データ及び航空写真判読図をもとに調査対象地域の水系を把握する。降雨量、

気温、蒸発散量、流量及び湧水量の観測データを分析し、水資源評価に必要な集水域を求め、

地下水シミュレーションの基礎資料とする。 

 

3. 地表踏査 

航空写真判読、地形図、地質図、水理地質図等のデータ分析結果をもとに、地質調査の一環と

して地表踏査を行なう。 

 

4. 物理探査 

地表踏査結果に基づき、電気探査を行なう。探査結果は帯水層の地殼比抵抗値による深度区分

と連続性を明確にするとともに、既存井戸台帳等の資料との対比を図り、水理地質造を把握する。
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また、深層地下水の開発に伴う既設井への影響、地盤沈下等の可能性についても調査する。探査

結果は既存資料と併せ比抵抗断面図にとりまとめる。 

 

探査の概要は以下のとおりとする。 

• 探査方法：垂直電気探査 

• 探査深度 300m 程度×測定点数 42 点程度 

• 探査深度 150m 程度×測定点数 27 点程度 

 

5. 既存井戸現地調査 

井戸データベースの構築のため、調査対象地域内の既存井戸調査を実施する。井戸は南部諸民

族州政府、外国機関、ＮＧＯが建設したものを含めて調査を行うこととし、Household レベルの

井戸は除くこととする。基本的な調査項目は次のとおり。 

• 井戸位置:緯度・経度 (GPS による測定) 

• 井戸構造 (ケーシングプログラム、口径、深度、口元高、利用帯水層、観測井の有

無等) 

• 設備仕様 (揚水ポンプ、水量メーター、貯水槽等) 

• 地下水位 (静水位、動水位、可能な場合は現場測定) 

• 水質 (電気伝導度、温度、pH、塩分濃度の現場測定) 

• 水利用状況 (用途別使用量、使用頻度、設備・整備コスト等) 

 

6. 井戸データベースの構築 

ＧＩＳソフトウェア（ＡｒｃＶｉｅｗ）を用いて、井戸データベースを構築する。尚、着手前

にアメリカ国地質調査所（ＵＳＧＳ）が「エ」国水資源省と 2005 年 1 月より連携して実施予定

となっている井戸データベース構築と重複しないように調整を取るとともに、使用するＧＩＳソ

フトウェアについても再度確認を行うこととし、基本的に同一のソフトウェア、フォーマットを

使用することとする。 

 

7. 観測井建設位置の選定 

航空写真判読、地形・地質踏査・水文調査の結果及び物理探査の結果を踏まえ、試掘調査の

対象地域を選定する。 
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8. 地下水位モニタリング 

8.1 連続観測 

南部諸民族州カウンターパートとの共同作業により、観測井並びに既存井（約 50 井程度）を

対象とした、地下水位の連続観測を行う。測定頻度は月 1 回とし、約 1 ヵ年継続する。 

 

8.2 水準測量 

観測井について井戸の標高を測定する。 

 

9. 水文・水理地質解析 

9.1 気象・水文調査 

水収支解析及び地下水シミュレーションに必要な、降雨量、蒸発散量及び河川流出量の観測

データを収集・解析し、調査対象地域の気象・水文特性を把握する。 

 

9.2 水文・水理地質の検討 

既存の水理地質・水文地質資料、地質図、航空写真判読結果、既存井戸データ、揚水試験結

果等を踏まえ、各帯水層の水理地質特性に係る検討を行う。また、地下水位観測、地下水水質

分析等の途中結果をとりまとめ、地下水の涵養機構と流動機構を検討する。 

 

10. 地下水シミュレーション 

10.1 地下水モデルの構築 

水文・水理地質に係る予備的検討の結果を基に、南部諸民族州水理地質担当者並びに水資源

省側カウンターパーツへの技術移転に留意しつつ、地下水モデルを構築する。 

 

10.2 水文・水理地質解析 

水文・水理地質予備的検討の結果に加えて、調査対象地域に分布する各帯水層の水理定数、

構造及び分布状況を把握して地下水酒養機構と流動機構を検討する。水理地質図及び水理地質

断面図も作成して、地下水モデル構築のための基本資料とする。 

 

10.3 地下水シミュレーション 

地下水資源を評価するために地下水のシミュレーション解析を行う。 

 

11. 地下水賦存量の評価 

地下水シミュレーションの結果から、対象地域における帯水層の地下水賦存量評価を行う。 
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12. レポート類の作成・説明・協議 

12.1 インセプション・レポート 

調査の目的、基本方針、調査内容、調査方法、作業従事者の氏名と役割、調査工程をインセ

プションレポートに取りまとめ、プロジェクト側関係者に説明する。また、南部諸民族州から

のカウンターパート等の配置を確認する。 

 

12.2 インテリム・レポート 

業務着手から物理探査までの業務実施結果をインテリム・レポートとしてとりまとめ、プロ

ジェクト関係者に提示し、説明・協議を行う。 

 

12.3 プログレス・レポート 

井戸建設結果から地下水モニタリング解析状況までをプログレスレポートとして取りまとめ、

プロジェクト関係者に提示し、説明・協議を行う。 

 

12.4 ドラフト・ファイナル・レポートの作成 

全ての調査結果、解析結果を取りまとめたドラフト・ファイナル・レポートを作成し、プロ

ジェクト関係者に提出し、説明・協議を行う。 

 

12.5 ファイナル・レポート作成・提出 

ドラフト・ファイナル・レポートに対するプロジェクト側からのコメントを受けて、必要に

応じ追加・修正を行い、これをファイナル・レポートとして取りまとめ、提出する。 

 

13. 成果品 

成果品として次の調査報告書をプロジェクト側に提出する。 

 

13.1 インセプション・レポート（20 部） 

記載事項:調査の基本方針、方法、作業行程、要員計画などの調査実施計画等を詳細に記載す

る。 

 

13.2 インテリム・レポート（20 部） 

記載事項:PhaseI 終了時に、同 Phase 調査結果をまとめ、作成する。 
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13.3 ドラフト・ファイナル・レポート（各 20 部） 

全調査作業終了時に作成し、内容は以下のとおりとする。 

• 要約 

• メインレポート 

• データ(図面を含む) 

 

13.4 ファイナル・レポート（各 20 部） 

全調査作業終了時に作成し、内容は以下のとおりとする。 

• 要約 

• メインレポート 

• データ(図面を含む) 

• Digital Data 

• Original Data collected 
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観測井建設特記仕様書（案） 
 

1. 観測井建設地域  

南部諸民族州ブタジラ地区（隣接のオロミア州も一部含まれる見込み） 

 

2. 観測井の数量及び仕様 

水理地質調査で提案された地点で観測井を建設する。概ねの数量及び仕様は次のとおり。 

• 掘削本数：約 9 井 

• 掘削孔径：8″ 

• ケーシング口径：4″ 

• 掘削進度：約 250ｍ×3 井 

     約 60m×6 井 

• 掘削方式：泥水掘りローターリー工法又はエアーパーカッション工法 

 

3. 観測井建設 

3.1 資料採取 

掘削作業中、資料を採取し、土質を確認する。 

 

3.2 孔内検層及びケーシングプログラムの作成 

掘削終了後、終了後、校内検層(比抵抗、自然電位)を行い、を行い、帯水層を確認する。この

検層結果をもとにスクリーンの位置を決定するケーシングプログラムを作成する。 

 

3.3 ケーシング・スクリーンの挿入及び孔内洗浄 

スクリーン及びケーシングパイプの設置後、スクリーン周りに砂利を充填する。その後、洗

浄水、エアーコンプレッサー、深井戸用ポンプ等を利用し、孔内洗浄を行う。 

 

3.4 揚水試験の実施と解析 

帯水層の水理定数(透水係数、透水量係数、貯留係数、比湧出量、可能用水量等)の把握を把握

するため、揚水試験を実施する。試験内容は以下のとおり。 

• 予備試験 

段階試験の揚水量を決定する目安を得るために予備試験を実施する。 

• 段階揚水試験 

限界揚水量を評価するため、揚水量を変化させた段階揚水試験を行う。試験は安定
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水位に達するまで継続し、最低 2 時間以上行う。段階数は 3～5 段階程度とする。 

• 連続揚水試験 

帯水層の係数(透水係数、透水量係数、貯留係数)を算出するために必要となる連続揚

水時の降下水位の状態を確認する。連続揚水試験時問は 48 時間以上を目安とする。 

• 回復試験 

連続揚水後の水位回復状況を把握するために、連続揚水試験を引き続き行う。水位

観測は自然水位に回復するまで継続し、少なくとも 12 時間以上行う。 

• 揚水試験の解析 

連続揚水試験結果から、帯水層の水理定数を求める。また、段階揚水試験結果から、

井戸の損失、効率を算定し、個々の井戸毎の適正な揚水量の決定を行う。 

 

3.5 観測井の仕上げ 

揚水試験終了後、観測井としての最終工事を行う。 
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4. 水質分析 

観測井 9 井から採取した地下水の水質分析を行なう。 

 
分 類 分析項目 単 位 

Temperature 0C 
Turbidity FTU/NTU 
Color - 
Odor - 
Taste - 
pH - 
Total Dissolved Solids mg/l 
Conductivity μS/cm  
Dissolved Oxygen mgO2/l 
Hydrogen Sulfed mgH2S/l 
Free Carbon Dioxide mgCO2/l 
Hardness as CaCO3 mg/l 
Calcium Hardness as CaCO3 mg/l 
Magnesium Hardness as CaCO3 mg/l 
Bicarbonate Alkalinity as CaCO3 mg/l 
Carbonate Alkalinity as CaCO3 mg/l 
Total Alkalinity as CaCO3 mg/l 
NH3 mg/l 
NO3- mg/l 
NO2- mg/l 
PO43- mg/l 
SO42- mg/l 
F- mg/l 
Cl- mg/l 
Na+ mg/l 
K+ mg/l 
Fe, total mg/l 
Zn  
Cu2+ mg/l 
Al3+ mg/l 
Mn2+ mg/l 
Pb2+ mg/l 
Cr6+  mg/l 
As2+  

Physico-Chemical 

Silica,total mg/l 
Coliform  Bacteological 
E. Coli  
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